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199 冷戦とベルギー・キリスト教民主主義政党

冷
戦
と
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

――
分
裂
危
機
を
念
頭
に

松　

尾　

秀　

哉

は
じ
め
に
――
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

西
欧
の
小
国
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
は
二
〇
〇
七
年
以
降
混
乱
し
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
と
ワ
ロ
ン

（
フ
ラ
ン
ス
語
）
と
か
ら
な
る
多
言
語
・
多
民
族
国
家
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七
年
の
連
邦
選
挙
以
降
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
諸
政
党
と
ワ
ロ
ン
諸

政
党
と
の
政
権
合
意
が
困
難
で
、
約
半
年
の
政
治
空
白
を
経
験
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
の
連
邦
選
挙
後
に
は
一
層
合
意
形
成
が
困
難
と

な
っ
て
、
約
一
年
半
も
の
政
治
空
白
を
経
験
し
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
、

こ
ん
に
ち
の
混
乱
に
至
る
過
程
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
い
か
な
る
政
党
と
化
し
た
の
か
。
こ
の
点
で
、
と
く
に

二
〇
一
〇
年
の
政
治
空
白
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
（C

h
riste

n
-D

e
m

o
cratisch

 e
n

 

V
laam

s.  

以
下
C
D
V
）
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
混
乱
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
民
族
主
義
政
党
と
の
選
挙
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カ
ル
テ
ル
の
形
成
に
注
目
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
の
変
化
）
を
考
察
す
る
。

次
節
で
は
冷
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
動
向
を
概
観
し
、
改
め
て
問
題
を
提
起
す
る
。
さ
ら
に
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、

問
題
の
意
義
と
本
稿
の
分
析
視
角
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
第
三
節
で
は
冷
戦
期
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
概
要
を
論
じ
、
四
節
で

冷
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
動
向
を
検
討
す
る
。
最
後
に
現
状
の
C
D
V
を
概
観
し
、
今
後
の
展
望
を
検
討
し
て
み
た
い
。

本
稿
の
結
論
を
先
ん
じ
て
提
示
す
れ
ば
、
第
一
に
、
冷
戦
期
に
は
反
共
産
主
義
と
い
う
立
場
か
ら
「
人
格
主
義
」
を
謳
っ
て
い
た
キ
リ
ス

ト
教
民
主
主
義
政
党
が
、
冷
戦
後
、
政
党
間
競
合
の
高
ま
り
、
そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
徐
々
に
「
フ
ラ
ン
デ
レ

ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
第
二
に
、
二
〇
〇
七
年
以
降
の
混
乱
を
経
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
総
じ
て
、
確
た
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
欠
い
た
「
現
実
主
義
」
と
形
容
す
べ
き
も
の
と
化
し
て
お
り
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
分
極
化
す
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
う
る
政
党
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
期
待
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

1
．
冷
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
――
概
要
と
問
題
設
定

ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
一
八
八
四
年
に
、
当
時
の
自
由
党
政
権
の
反
教
権
主
義
的
政
策
（
カ
ト
リ
ッ
ク
系
私
立
学

校
へ
の
補
助
削
減
等
）
に
対
抗
し
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
党
（p

arti C
ath

o
liq

u
e

）」
と
し
て
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
お
お
よ
そ
第
一
次
世
界
大
戦

後
ま
で
単
独
政
権
を
維
持
し
て
き
た
。

し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
主
義
お
よ
び
ワ
ロ
ン
主
義
運
動
が
高
揚
し
た
。
そ
の
後
一
九
六
〇
年
代
に
は
双

方
の
対
立
（
言
語
問
題
）
が
激
し
く
な
り
、
当
時
の
「
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
／
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
（C

h
riste

lijk
e

V
o

lk
sp

artij/
P

arti 
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S
o

cial C
h

ré
tie

n
. 

以
下
C
V
P
／
P
S
C
）」
は
二
つ
の
地
域
政

党
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
：
C
V
P
／
ワ
ロ
ン
：
P
S
C
）
へ
と
分

裂
す
る
に
至
る
。
当
時
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
選
挙

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
低
下
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
デ
レ

ン
に
お
け
る
C
V
P
の
支
持
率
は
相
対
的
に
高
く
、
そ
の
後
も

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
連
立
与
党
（
首
相
輩
出
政
党
）
の

地
位
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
一

時
期
を
除
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
野
に
下
っ
た
の

は
、
一
九
五
四
年
か
ら
の
四
年
間
だ
け
で
あ
っ
た
）
1
（

。

し
か
し
図
1
に
見
る
と
お
り
、
つ
い
に
一
九
九
九
年
、
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
で
C
V
P
は
第
一
党
の
座
を
自
由
党
に
奪
わ
れ
、
連
立

に
も
加
わ
ら
ず
、
そ
の
後
八
年
野
党
の
地
位
に
と
ど
ま
る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
間
、
ベ
ル
ギ
ー
は
九
三
年
に
連
邦
制
度
を
正
式
に
導
入

す
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
以
降
に
C
V
P
と
P
S
C
は
、
そ

れ
ぞ
れ
C
D
V
と
C
D
H
（
人
道
的
民
主
セ
ン
タ
ー
：C

e
n

tre
 

d
é

m
o

crate
 h

u
m

an
iste

）
と
に
党
名
を
改
称
す
る
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
二
〇
〇
四
年
の
地
域
議
会
選
挙
で
C
D
V

は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
政
党
N
―
V
A
（
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

17.5

15.0

12.5

10.0

7.5

5.0

2.5

0.0
1991 1995 1999

Year

Vo
te
s 
%

2003 2007 2010

N-VA
PS
CD&V
MR
SP
OpenVLD
VB
CDH
ECOLO

図1　得票率の推移

出典：NSD: European Election Database - Belgium
　　　（http://www.nsd.uib.no/european_election_database/country/belgium/）
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同
盟
：N

ie
u

w
-V

laam
s A

llian
tie

）
と
選
挙
カ
ル
テ
ル
を
組
み
勝
利
し
、
さ
ら
に
分
権
化
論
議
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
な
か
で
行
わ
れ
た

二
〇
〇
七
年
の
連
邦
選
挙
で
は
、
や
は
り
N
―
V
A
と
カ
ル
テ
ル
を
形
成
し
て
、
与
党
の
座
に
返
り
咲
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
上
述
の
よ

う
に
、
こ
の
選
挙
の
後
ベ
ル
ギ
ー
は
連
立
合
意
交
渉
が
進
ま
ず
、
約
半
年
の
間
新
政
権
を
組
む
こ
と
が
で
き
ず
に
、
い
わ
ゆ
る
「
分
裂
危

機
」
に
陥
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
三
月
か
ら
発
足
し
た
イ
ヴ
・
ル
テ
ル
ム
（Y

ve
s L

e
te

rm
e

）
に
よ
る
C
D
V
連
立
政
権
は
短
命
で
終
わ

り
、
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
て
二
〇
一
〇
年
六
月
に
再
び
連
邦
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
先
の
N
―
V
A
が
躍
進
し
、
他
方
で
C
D
V

の
支
持
は
凋
落
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
政
権
合
意
交
渉
に
は
一
年
半
も
の
時
間
を
要
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
各
紙
は
こ
れ
を
「
政
治
危
機
」
と

評
し
報
道
し
た
。

こ
の
二
〇
一
〇
年
以
降
の
政
治
危
機
で
公
式
に
交
渉
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
採
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
で
勝
利
し

た
N
―
V
A
と
P
S
（
ワ
ロ
ン
社
会
党
：P

arti S
o

cialiste

））
2
（

で
あ
り
C
D
V
や
C
D
H
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
交
渉
で
最
終
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
C
D
V
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
長
く
ベ
ル
ギ
ー
政
治
を
与
党
と
し
て
支
え
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
の
民
主
化
か

ら
戦
後
復
興
、
福
祉
国
家
の
建
設
等
、
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
近
代
化
を
推
進
す
る
中
心
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
冷
戦
後
の
C
D
V

は
、
N
―
V
A
と
カ
ル
テ
ル
を
組
み
、
一
見
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
主
義
化
し
「
分
裂
危
機
」
の
推
進
者
と
化
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
映

る
。
武
居
一
正
は
、「
…
…
一
九
九
九
年
の
野
党
へ
の
転
落
後
か
ら
、
党
改
革
も
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
ず
、
N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
に

ま
で
至
っ
て
し
ま
い
、
ま
る
で
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
っ
た
」（
武
居
、
二
〇
一
二
：
三
八
六
）
と

述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
経
緯
を
整
理
し
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
連
邦
選
挙
に
お
け
る
（
現
時
点
で
は
「
一
時
的
」
と
も
見
え
る
）
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
上
昇
を
考
慮
す
る
限
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
以
降
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
混
乱
を
重
視
す
る
限
り
、
お
そ
ら
く
最
大
の
注
目
点
は
、

民
族
主
義
政
党
N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
形
成
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
C
D
V
は
カ
ル
テ
ル
へ
と
至
っ
た
の
か
。
そ
し
て
そ
の
政
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党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
何
か
。
本
当
に
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
と
く
に

カ
ル
テ
ル
形
成
期
の
動
態
に
注
目
し
て
、
冷
戦
後
の
C
D
V
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
．
先
行
研
究
と
分
析
視
角

2
―
1　

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
関
す
る
先
行
研
究

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
そ
の
起
源
（K

aly
vas, 1

9
9

6

）
や
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（H

an
le

y, 

1
9

9
4

）
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
進
ん
だ
。
ま
た
福
祉
国
家
建
設
に
果
た
し
た
意
義
、
そ
れ
を
通
じ
て
独
自
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ

て
い
た
（van

 K
e

rsb
e

rg
e

n
, 1

9
9

5

）。

か
つ
て
、「
保
守
主
義
」
政
党
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
は
「
人
格

主
義
（p

e
rso

n
alism

）」（Ir
vin

g
, 1

9
7

9

）
と
論
じ
た
。「
人
格
主
義
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
家
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
な

ど
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
戦
後
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
の
中
核
を
な
す
用
語
で
あ
る
。
本
来
原
罪
を
抱
え
る
人
間
は
、
超
越
者
と
の

関
係
形
成
に
お
い
て
「
全
き
存
在
」
と
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
人
格
主
義
と
は
、
人
間
の
原
初
的
共
同
体
と
し
て
の
家
族
、
共
同
体
の
形
成

を
通
じ
た
「
人
格
」
の
成
長
を
謳
う
。
単
な
る
個
人
主
義
と
も
全
体
主
義
と
も
異
な
り
、
個
人
と
社
会
の
相
互
作
用
的
な
結
合
を
是
と
し
）
3
（

、

具
体
的
な
政
策
面
で
は
家
族
政
策
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
九
〇
年
代
の
議
論
の
な
か
で
、
フ
ァ
ン
・
ケ
ル
ス
ベ
ル
ヘ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
勢
力
に
よ
る
福
祉
国
家
の
特
徴
を
、

資
本
主
義
を
容
認
し
つ
つ
、
社
会
民
主
主
義
勢
力
と
は
異
な
り
家
族
政
策
を
重
視
し
て
い
る
点
に
見
て
、「
社
会
的
資
本
主
義
（S

o
cial 
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C
ap

italism

）」
と
論
じ
て
い
る
（van

 K
e

rsb
e

rg
e

n
, 1

9
9

5

）。
こ
う
し
た
独
自
性
を
、
た
と
え
ば
水
島
治
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

の
政
策
を
総
括
し
て
﹇
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
的
﹈「
第
三
の
道
」（
水
島
、
一
九
九
三
、二
〇
〇
八
）
と
論
じ
て
い
た
。

他
方
で
、
同
時
に
、
各
国
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
得
票
率
、
議
席
獲
得
数
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は

イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
与
党
の
座
を
追
わ
れ
、
そ
れ
以
降
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
を
め
ぐ
る
議

論
は
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
至
っ
た
（
田
口
、
二
〇
〇
八
：
一
三
）。
そ
の
結
果
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教

民
主
主
義
政
党
研
究
は
、
国
内
政
治
に
着
目
す
る
も
の
よ
り
も
、
主
に
各
国
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
（
も
し
く
は
そ
の
連
合
）
が
欧

州
統
合
に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
る
も
の
が
主
流
と
な
っ
た
（L

am
b

e
rts, 1

9
9

7
; V

an
 H

e
ck

e
 an

d
 G

e
rard

, 2
0

0
4

; V
an

 K
e

m
se

k
e

, 2
0

0
6

; 

K
aise

r, 2
0

0

）
4
（7

）。

し
か
し
、
近
年
に
至
り
、
し
ば
し
ば
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
与
党
に
返
り
咲
く
場
合
も
あ
り
、
再
び
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
九
〇
年
代
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
た
カ
リ
ヴ
ァ
ス
と
フ
ァ
ン
・
ケ
ル
ス
ベ
ル

ヘ
ン
は
「
殆
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
死
の
床
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
」（K

aly
vas an

d
 van

 K
e

rsb
e

rg
e

n
, 2

0
1

0
: 1

9
2

）
と
述
べ
、

そ
の
意
義
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
「
再
注
目
」
し
て
い
る
研
究
の
多
く
は
、
や
は
り
欧
州
統
合
と
の
関
連
を
中
心
に
論

じ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
国
内
政
治
を
論
じ
る
も
の
に
し
て
も
、
冷
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
論
じ
る
研
究
は
ア
メ
リ
カ
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
（D

o
le

žalo
vá et a

l., 2
0

0
1

; K
aly

vas an
d

 van
 K

e
rsb

e
rg

e
n

, 2
0

1
0

）。
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス

ト
教
民
主
主
義
政
党
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
二
〇
一
〇
年
か
ら
C
D
V
党
首
に
就
任
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
ケ
（W

o
u

te
r B

e
k

e

）
は
、
か
つ
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
得
票
率
の
全
般
的
低
下
の
要
因
、
支
持
者
の
地
理
的
傾
向
、
そ
し
て
綱
領
な
ど
を
分
析
し
、「
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

が
地
方
政
治
の
文
脈
で
行
動
し
て
い
る
と
い
う
事
実
」（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

3
3

）
を
見
い
だ
し
た
。
そ
し
て
、（
執
筆
時
に
お
い
て
）
今
や
キ
リ
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ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
「
人
格
主
義
」
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
）
5
（

」
へ
近
づ
い
て
い
る
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

4
9

）
と
述
べ
つ
つ
、
当

時
の
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
さ
」
を
主
張
し
た
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

5
8

）。

ま
た
、
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

二
〇
〇
七
年
以
降
再
び
政
権
を
維
持
で
き
て
い
る
点
や
地
方
で
の
選
挙
の
強
さ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
い
わ
ゆ
る
「
柱
」）
の

な
か
で
優
れ
た
人
材
を
輩
出
で
き
る
点
、
欧
州
人
民
党
と
の
関
係
な
ど
に
注
目
し
、
冷
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の

「
強
さ
」
を
主
張
し
て
、「
オ
ラ
ン
ダ
と
は
異
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
終
焉
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
確
か
に
一
九
九
九
年
か
ら
の
野
党
時
代
を
「
わ
ず
か
八
年
」
と
考
え
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
な
お
強
い
。
ヴ
ァ

ン
・
ヘ
ッ
ケ
は
「
政
権
党
」
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
い
だ
す
（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1

2
: 1

0

―1
1

）。

し
か
し
他
方
で
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
は
、（
二
〇
一
〇
年
の
敗
北
を
念
頭
に
）
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
い
て
「
近
い
将
来
、
C
D
V
が

選
挙
に
お
い
て
以
前
の
よ
う
な
地
位
や
支
持
レ
ベ
ル
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
現
実
的
」
と
も
述
べ
、
彼
ら
が
自
ら
を
「
政
権
党
」
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
限
り
、「
こ
れ
で
は
﹇
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
﹈
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
」
を
指
摘
し
て
い
る
（Ibid

.

）。

ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
い
か
に
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
（
人
間
性
、
連
帯
、
補
完
性
）
を
他
の
政
策
に
翻
訳
し
う
る
か
が
、
今
後
の
ベ

ル
ギ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1

2
: 9

）
6
（

）。

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
選
挙
に
お
け
る
C
D
V
の
動
向
を
連
邦
制
度
の
導
入
と
関
連
付
け
て
「
民
族
主
義
化
」（
松

尾
、
二
〇
一
〇
a
）
と
述
べ
た
し
、
と
く
に
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
連
邦
制
研
究
に
お
い
て
は
同
様
の
指
摘
が
多
い
（D

e
tte

rb
e

ck
 

an
d

 H
e

p
b

ru
n

, 2
0

1
0

; 1
2

1

―1
2

2
; S

w
e

n
d

e
n

, 2
0

1
2

）。

「
人
格
主
義
」
や
「
社
会
的
資
本
主
義
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
し
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
可
変
的
、
流
動
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
現
在
の
C
D
V
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
言
説
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」「
民
族
主
義
」「
政
権
党
」
な
ど
多
様
で
曖
昧
で
あ
る
。
分
裂
危
機
や
政
治
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危
機
の
な
か
で
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
――
結
論
は
時
期
尚
早
と
し
て
も
――
い
か
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す

る
政
党
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
。
も
う
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
第
一
に
、
本
稿
で
は
C
V
P
も
し
く
は

C
D
V
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
の
変
化
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
。
第
二
に
、
と
く
に
N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
形
成
期
に
注
目
し
て

C
V
P
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
以
下
で
は
若
干
分
析
視
角
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

2
―
2　

分
析
視
角
）
7
（　

政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
と
き
、
近
年
は
し
ば
し
ば
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
分
析
を
用
い
て
歴
史
的
変
化
を
検
討
し
た
り
、
政

党
比
較
研
究
が
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
レ
ジ
ス
・
ダ
ン
ド
イ
ら
を
中
心
に
、
精
力
的
に
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
（D

an
d

o
y, 2

0
0

9
; D

an
d

o
y, 2

0
1

1

）。（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
政
策
に
お
け
る
）
言
説
を
通
じ
て
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
考
え
よ
う

と
す
る
点
は
本
稿
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
N
―
V
A
と
の
連
携
に
至
る
過
程
を
検
討
し
、
C
V
P
な
い
し
C
D
V
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
過
程
で
あ
る
。
そ
の
た
め
分
析
は
記
述
的
と
す
る
。

さ
ら
に
以
下
で
は
、
補
足
的
に
、「
背
景
」
と
し
て
の
「
冷
戦
後
」
と
い
う
時
代
を
、
本
稿
が
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
冷
戦
後
国
際
社
会
が
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
後
の
各
国
政
治
や
政
党
の

変
化
を
そ
れ
と
因
果
付
け
て
実
証
的
に
考
察
す
る
の
は
、
実
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
時
代
が
政
治
的
に
特
別
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。
い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
標
語
を
付

す
営
み
は
恣
意
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
私
た
ち
は
一
九
八
〇
年
代
終
わ
り
の
出
来
事
と
一
九
九
〇
年
代
初
期
と
を
新
し
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い
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
九
八
九
年
秋
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
統
一
、
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
条
約
の
締
結
、
ソ
連
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
崩
壊
…
…
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
政
治
的
な
環
境
を
完
全
に
変
え
て
し

ま
っ
た
（V

an
 H

e
ck

e
 an

d
 G

e
rard

, 2
0

0
4

: 1
1

）。

ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
や
ヘ
ラ
ル
ト
が
述
べ
る
よ
う
に
、
共
産
主
義
の
衰
退
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
と
い
っ
た

様
々
な
国
際
環
境
の
変
化
が
冷
戦
後
の
各
国
政
党
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
の
国
内
的
な
変
化
に
目
を
向
け
れ
ば
、
連

邦
化
（
九
三
年
）
な
ど
の
大
き
な
変
化
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
絡
み
合
い
、
複
雑
に
政
党
の
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
時
代
の
複
雑
さ
を
前
提
に
し
て
、
本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
冷
戦
後
の
C
V
P
な
い
し
C
D
V
の
変
化
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、「
…
…
政
党
シ
ス
テ
ム
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
今
ま
で
少
数
政
党
で
あ
っ
た
自
由
主
義
政
党
が
キ

リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
代
わ
っ
て
主
要
政
党
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
右
の
部
分
は
自
由
主
義
政
党
、
左

の
部
分
は
環
境
保
護
政
党
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
」（
土
倉
、
二
〇
〇
八
：
二
〇
四
）
と
の
指
摘
を
ヒ
ン
ト
に

し
、
冷
戦
後
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
間
競
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
）
8
（

、
N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
形
成
に
向
か
う
C
V
P
な
い
し

C
D
V
に
注
目
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
政
党
間
競
合
の
高
ま
り
は
、
ほ
か
に
も
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
勢
力
は
冷
戦
に
よ
っ
て
中
道
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各

国
で
強
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
え
た
」
が
、
冷
戦
後
「
個
人
主
義
を
台
頭
さ
せ
つ
つ
世
俗
化
が
進
行
し
、
自
由
主
義
や
地
域
主
義
に
有
権
者
を
奪

わ
れ
た
」（L

am
b

e
rts, 2

0
0

3
, 1

2
2

; 

水
島
、
二
〇
〇
八
：
三
三
）、
も
し
く
は
「
こ
の
現
実
は
、
ソ
連
の
崩
壊
後
、
旧
い
エ
ス
ニ
ッ
ク
も
し

く
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
忠
誠
心
が
飛
び
出
し
て
き
た
一
九
九
〇
年
代
初
期
、
劇
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
」（Ju

e
rg

e
n

sm
e

y
e

r, 1
9

9
3

: 2
9

）
と

表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
自
由
主
義
や
民
族
主
義
の
台
頭
、
す
な
わ
ち
政
党
間
競
合
の
高
ま
り
を
冷
戦
の
終
結
と
関
連
付
け
る
も
の
は
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多
い
。

さ
ら
に
有
効
政
党
数
の
変
化
を
見
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
そ
の
値
が
九
・
六
で
あ
り
、
各

国
比
較
を
行
っ
た
デ
ー
タ
上
最
多
と
な
っ
て
い
る
）
9
（

（L
an

e
, 2

0
0

8
: 1

8
0

）。
と
く
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
一
九
六
一
年
ま

で
二
ポ
イ
ン
ト
代
で
あ
っ
た
も
の
が
上
昇
し
続
け
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
三
ポ
イ
ン
ト
代
に
、
以
降
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
は
、
変
動

し
つ
つ
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
記
録
し
て
い
る
（D

e
lw

it, 2
0

1
1

: 3
3

 F
ig

u
re

1

）。
こ
う
し
た
数
値
だ
け
で
す
べ
て
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
冷
戦
後
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
破
片
化
し
、
政
党
が
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
）
10
（

。

よ
っ
て
こ
こ
で
の
「
冷
戦
後
」
と
は
、
一
義
的
に
政
党
間
競
合
の
高
ま
り
を
意
味
す
る
こ
と
と
し
、
そ
し
て
他
政
党
が
台
頭
し
、
そ
れ
が
キ

リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
を
「
浸
食
」
し
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
と
仮
定
し
た
い
。

第
二
に
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
吉
田
徹
は
か
つ
て

フ
ラ
ン
ス
主
要
政
党
が
国
内
政
策
の
失
敗
を
取
り
戻
す
た
め
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
し
た
と
論
じ
た
（
吉
田
、
二
〇
〇
八
）。
し
か
し
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
国
家
の
国
内
政
党
政
治
に
及
ぼ
す
直
接
的
影
響
は
、
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し

た
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
連
合
政
権
が
…
…
様
々
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
掲
げ
た
数
多
く
の
政
党
を
包
括
す
る
」
比
例
代
表
制
を
採

る
国
家
で
は
、
選
挙
ア
リ
ー
ナ
に
お
け
る
E
U
の
影
響
は
制
限
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
選
挙
で
は
「
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
VS
「
ユ
ー

ロ
懐
疑
主
義
」
と
い
う
争
点
は
相
対
的
に
目
立
た
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
が
影
響
す
る
の
は
選
挙
後
の
政
権
形
成
に
お
い
て
で
あ
る
（S

ch
m

id
t, 

2
0

0
6

: 1
6

5

―1
6

6

）。

た
だ
し
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
小
島
健
が
述
べ
る
よ
う
に
、
概
し
て
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
お
け
る
欧
州
統
合
に
対
す
る
有
権
者
の
支
持
は

高
い
も
の
で
あ
り
続
け
て
い
る
（
小
島
、
二
〇
〇
五
：
五
）。
政
党
レ
ベ
ル
で
の
「
ユ
ー
ロ
懐
疑
主
義
」
の
存
在
は
前
提
と
し
に
く
い
。
と

く
に
与
党
で
あ
り
続
け
た
C
V
P（
P
S
C
）
は
、
し
ば
し
ば
欧
州
統
合
の
推
進
者
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
成
果
と
し
て
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
（
松
尾
、
二
〇
一
〇
a
）。
つ
ま
り
政
党
内
な
い
し
間
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
め
ぐ
る
対
立
は
顕
在
化
し
て
お
ら



209 冷戦とベルギー・キリスト教民主主義政党

ず
、
こ
の
点
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
直
接
的
な
影
響
を
見
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
）
11
（

。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
こ
に
焦
点
を
絞

り
込
む
こ
と
は
避
け
る
が
、
そ
の
影
響
を
皆
無
と
仮
定
す
る
こ
と
も
避
け
、
歴
史
的
経
緯
を
追
う
な
か
で
、
そ
の
影
響
と
思
わ
れ
る
点
を
個

別
に
記
す
こ
と
と
す
る
）
12
（

。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
点
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
多
極
共
存
型
（
合
意
型
）
民
主
主
義
国
家
の
場
合
、
比
例
代
表
制
を
採
用

し
て
お
り
連
立
交
渉
が
必
須
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
動
向
を
見
る
限
り
、
連
立
交
渉
過
程
の
な
か
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
探
る
こ
と
も
ま
た
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と
く
に
二
〇
一
〇
年
六
月
以
降
の
一
年
半

の
交
渉
過
程
に
も
目
を
配
り
、
そ
こ
か
ら
も
C
V
P（
C
D
V
）
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
し
て
み
た
い
）
13
（

。

歴
史
的
に
分
析
、
既
述
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
第
一
に
、「
冷
戦
後
」
を
知
る
た
め
に
は
「
冷
戦
期
」

の
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
は
主
に
「
言
語
紛
争
」
や
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
」
と
い
う
視
点
で
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
に
可
能
な
限
り
「
冷
戦
」
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
。
と
く
に
一
九
六
〇
年
代
が
ベ
ル
ギ
ー
政
党
シ
ス

テ
ム
の
大
き
な
分
岐
点
で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
（D

e
sch

o
u

w
e

r, 1
9

9
9

）。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
地
域
政
党
へ
分

裂
し
た
（
一
九
六
八
年
）
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
冷
戦
と
い
う
背
景
を
考
慮
し
て
再
解
釈
し
て
み
た
い
（
こ
の
時
代
を
取
り
上
げ
る
も
う
一
つ

の
意
図
は
後
述
す
る
）。

第
二
に
、
冷
戦
後
の
C
V
P
に
つ
い
て
は
、
主
に
（
1
）一
九
九
九
年
ま
で
の
与
党
時
代
、（
2
）一
九
九
九
年
以
降
の
野
党
時
代
に
区
分

す
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
の
変
化
）
に
関
す
る
限
り
、
与
党
で
あ
る
か
野
党
で
あ
る
か
の
区
別
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
野
党
時
代

に
は
「
変
化
」
が
生
じ
や
す
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
二
〇
〇
三
年
以
降
の
N
―
V
A
と
の
選
挙

カ
ル
テ
ル
形
成
を
中
心
に
検
討
を
試
み
る
。

第
三
に
、
そ
の
後
の
二
〇
一
〇
年
の
「
危
機
」
に
お
け
る
動
向
を
追
い
つ
つ
、
そ
の
な
か
か
ら
C
D
V
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察

し
、
現
下
の
動
向
と
合
わ
せ
て
総
括
し
て
み
た
い
。
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3
．
冷
戦
期
の
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

3
―
1　

冷
戦
と
超
階
級
政
党

本
節
で
は
、
主
に
冷
戦
期
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
一
八
八
四
年
に
当
時
の
自
由
党
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
私
立
学
校
へ
の
補
助
金
削
減
政
策

に
対
抗
し
て
、
自
由
主
義
カ
ト
リ
ッ
ク
派
、
教
権
至
上
主
義
派
、
な
ら
び
に
反
自
由
主
義
的
立
場
を
採
る
保
守
政
治
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

結
党
さ
れ
た
。
同
年
の
選
挙
で
勝
利
し
与
党
と
な
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
党
は
、
社
会
主
義
運
動
の
台
頭
に
対
抗
し
、
そ
の
後
独
自
に
カ
ト
リ
ッ

ク
労
働
運
動
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
運
動
）
を
取
り
込
ん
で
、
強
大
な
超
階
級
政
党
へ
成
長
し
た
。
同
時
に
「
初
め
て
の
社
会
立
法
」
と

い
わ
れ
る
様
々
な
社
会
保
障
法
や
男
子
普
通
選
挙
制
、
比
例
代
表
制
の
導
入
に
尽
力
し
た
（
松
尾
、
二
〇
〇
〇
）。
同
時
期
、
社
会
主
義
政

党
も
成
立
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
期
に
お
け
る
挙
国
一
致
内
閣
の
成
立
を
機
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は
連
立
政
権
時
代
へ
と
突
入
す
る
。

第
二
次
世
界
大
前
後
の
頃
ベ
ル
ギ
ー
で
は
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
レ
ッ
ク
ス
党
（R

e
x

）
が
主
に
カ
ト
リ
ッ
ク
党
か
ら

分
裂
し
台
頭
し
た
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
敗
北
と
と
も
に
そ
れ
は
消
滅
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
ベ
ル
ギ
ー
共
産
党
は
一
九
四
五
年
に
九
万
人
近

い
党
員
を
集
め
（D

e
lw

it, 2
0

1
1

: 3
1

. T
ab

le
au

 2
.

）、
与
党
に
加
わ
っ
て
い
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
前
述
し
た
経
緯
を
も
っ
て
成
立
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
党
は
、
そ
の
後
C
V
P
／
P
S
C
と
党
名
変
更
す
る
が
）
14
（

、
超
階

級
政
党
と
し
て
、
派
閥
対
立
を
内
に
含
み
――
自
由
主
義
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
派
の
対
立
は
激
し
い
も
の
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
――
党
全
体
と
し
て
は
右
に
も
左
に
も
偏
り
す
ぎ
な
い
政
党
で
あ
っ
た
。
派
閥
対
立
は
あ
っ
た
も
の
の
、
第
一
に
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「
フ
ァ
シ
ス
ト
と
共
産
主
義
者
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
迫
害
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
統
一
の
必
要
性
を
高
め
」
て
い
た
（R

e
e

se
, 1

9
9

6
: 2

8

）。

第
二
に
、
各
国
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
派
閥
対
立
の
処
方
箋
と
し
て
反
ソ
・
反
共
産
主
義
的
主
張
を
採
っ
た

（C
o

n
w

ay, 2
0

0
3

: 5
3

―5
4

）
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
の
超
階
級
的
性
格
が
…
…
冷
戦
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
」

（S
trik

w
e

rd
a, 2

0
0

3
: 2

6
8

）
の
で
あ
る
）
15
（

。

こ
の
当
時
（
一
九
四
五
年
）
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
打
ち
出
し
て
い
た
の
が
、
先
の
個
人
と
社
会
と
の
実
存
的

結
合
を
謳
っ
た
「
人
格
主
義
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
冷
戦
構
造
の
下
、
超
階
級
的
性
格
を
有
す
る
C
V
P
／
P
S
C
は
、
い
ず
れ
に
も
偏
ら

な
い
、
中
道
的
な
「
人
格
主
義
」
を
打
ち
出
し
、
与
党
と
し
て
労
使
協
定
、
学
校
協
定
（
五
八
年
）
な
ど
国
内
の
紛
争
解
決
に
尽
力
し
て
い

た
。そ

の
後
ベ
ル
ギ
ー
共
産
党
が
急
激
に
支
持
者
を
失
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
極
右
・
極
左
の
弱
体
化
を
、
水
島
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
主
な
事

例
と
し
て
、
多
極
共
存
型
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
柱
状
化
し
た
社
会
の
政
治
的
帰
結
と
す
る
（
水
島
、
二
〇
〇
一
）。
共
産
主
義
勢
力
が

衰
退
し
て
も
な
お
C
V
P
／
P
S
C
が
強
か
っ
た
要
因
を
考
え
る
と
き
、
水
島
の
指
摘
は
誠
に
示
唆
的
で
あ
る
が
、
冷
戦
構
造
と
い
う
要

因
も
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
確
固
た
る
地
位
を
得
た
環
境
要
因
と
し
て
無
視
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
）
16
（

。

す
な
わ
ち
、
大
戦
直
後
の
共
産
主
義
勢
力
の
台
頭
に
対
抗
し
て
、
そ
れ
を
対
抗
勢
力
と
し
た
、
あ
る
意
味
典
型
的
な
「
広
い
階
級
を
包
摂

し
社
会
政
策
を
重
視
し
政
権
を
維
持
す
る
政
党
」（K

aly
vas an

d
 van

 K
e

rsb
e

rg
e

n
, 2

0
1

0
: 1

9
1

）
が
、
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教

民
主
主
義
政
党
で
あ
っ
た
。
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3
―
2　

冷
戦
と
地
域
政
党
へ
の
分
裂

そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
、
そ
し
て
そ
こ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
混
乱
す

る
。
そ
の
帰
趨
は
「
冷
戦
」
と
い
う
枠
組
み
で
括
る
よ
り
も
、
本
来
は
言
語
紛
争
の
高
ま
り
と
い
う
枠
組
み
で
括
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
八
年
に
政
権
に
就
い
た
C
V
P
／
P
S
C
は
、
先
の
学
校
協
定
の
締
結
後
、
言
語
境
界
線
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
（
両
語

圏
）
の
確
定
を
め
ぐ
る
問
題
に
揺
れ
た
。
こ
の
過
程
で
は
、
社
会
党
を
離
れ
ワ
ロ
ン
運
動
を
組
織
し
た
ア
ン
ド
レ
・
ル
ナ
ー
ル
（A

n
d

ré
 

R
e

n
ard

）、
さ
ら
に
は
自
由
党
か
ら
ワ
ロ
ン
連
合
（R
asse

n
b

le
m

e
n

t W
allo

n

）
を
組
織
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ペ
ラ
ン
（F

ran
ço

is P
e

rin

）

な
ど
に
よ
っ
て
、
既
成
政
党
は
地
域
主
義
政
党
へ
と
分
裂
し
て
い
く
。
C
V
P
／
P
S
C
も
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
紛
争
に
お
い
て
、
一
九
六
八

年
に
は
C
V
P
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
）
と
P
S
C
（
ワ
ロ
ン
）
と
に
分
裂
す
る
。
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
主
義
が

分
離
し
た
の
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
。
こ
の
傍
点
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
）。

キ
ュ
ー
バ
危
機
の
直
後
（
一
九
六
三
年
）、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
二
三
世
が
武
力
抗
争
の
回
避
と
世
界
平
和
を
願
う
回
勅
『
地
上
の
平
和
（P

ace
m

 

in
 T

e
rris

）』
を
発
布
し
た
が
）
17
（

、
ま
さ
に
そ
の
時
期
ベ
ル
ギ
ー
は
先
の
言
語
境
界
線
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
域
の
確
定
を
め
ぐ
る
言
語
法
制
定
を

め
ぐ
っ
て
揺
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
言
語
紛
争
に
対
応
す
る
な
か
で
大
き
く
変

化
し
て
い
っ
た
。

た
だ
し
、
以
下
の
点
に
は
留
意
し
て
み
た
い
。
一
九
六
八
年
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
紛
争
処
理
を
通
じ
た
政
党
分
裂
の
時
期
を
、
冷
戦
構
造

の
変
容
の
時
期
と
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
は
デ
タ
ン
ト
、
米
ソ
の
覇
権
の
低
下
、
つ
ま
り
戦
後
秩
序
の
変
容
の
と
き
で
も
あ
っ

た
（
菅
、
二
〇
〇
一
：
三
―
五
）。
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
は
旧
い
反
体
制
的
運
動
が
体
制
内

化
し
、
そ
れ
ら
へ
の
幻
滅
が
高
ま
り
、
新
し
い
抵
抗
運
動
が
生
じ
た
時
代
で
も
あ
る
（
ア
リ
ギ
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
他
、
一
九
九
八
）。
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ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
紛
争
は
基
本
的
に
言
語
の
対
立
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
既
成
権
力
へ
の
抵
抗
運
動
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
当
初
「
ワ

ロ
ン
よ
、
出
て
い
け
」（
言
語
対
立
）
と
叫
ぶ
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
学
生
、
教
授
陣
が
、
そ
の
後
大
学
運
営
サ
イ
ド
（
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
陣
）、

そ
し
て
政
府
（
フ
ァ
ン
デ
ン
ボ
イ
ナ
ン
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
＝
自
由
党
政
権
）
が
何
も
手
を
打
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
闘
し
て
「
教
権
主

義
、
資
本
主
義
、
統
一
主
義
の
結
合
」
し
た
当
局
に
対
し
て
批
判
を
高
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
紛
争
は
政
党
を
二

分
す
る
大
き
な
政
治
的
紛
争
と
化
し
た
の
で
あ
る
（
松
尾
、
二
〇
一
〇
b
：
一
二
三
）。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
分
裂
し
支
持
を
低
下
さ
せ
た
遠
因
と
し
て
、
冷
戦
構
造
の
変
化
の
な
か
で
、
ベ
ル

ギ
ー
に
お
け
る
既
成
権
威
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
）
へ
の
抵
抗
運
動
が
生
じ
た
と
い
う
側
面
を
挙
げ
る

こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
本
来
こ
う
し
た
運
動
は
共
産
党
な
ど
の
既
成
左
翼
が
体
制
内
化
し
た
国
家
で
「
新
左
翼
」
運
動
と
し
て
台
頭

す
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
既
に
共
産
党
は
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
全
盛
期
の
六
分
の
一
程
度
、
一
万
五
千
人
ほ
ど
の
党
員
し
か
有
せ
ず

（D
e

lw
it, 2

0
1

1
: 3

1
. T

ab
le

au
 2

）、「
体
制
内
化
し
た
政
党
」
に
対
す
る
抵
抗
運
動
は
――
言
語
紛
争
を
背
景
に
――
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
で
は

与
党
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
権
威
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
）
18
（

。

も
し
冷
戦
に
よ
る
対
立
が
強
固
な
時
に
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
支
持
を
集
め
、
そ
れ
が
緩
ん
だ
時
に
は
支
持
を
失
う
の
だ
と
す

れ
ば
、
八
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
新
冷
戦
」
の
時
期
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
支
持
を
回
復
す
る
は
ず
で
あ
る
）
19
（

。
し
か
し
ベ

ル
ギ
ー
に
お
い
て
事
態
は
逆
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
八
〇
年
代
に
は
支
持
を
減
ら
し
続
け
た
。
こ
の
時
期
、
ミ
サ
イ
ル
配
置
問
題
（
一
九
八
四

年
）
を
め
ぐ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
政
治
は
混
乱
し
た
（
C
D
V
 
H
P
）。
既
に
ベ
ル
ギ
ー
で
は
約
半
数
の
市
町
村
が
「
非
核
都
市
宣
言
」
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
現
象
自
体
が
新
冷
戦
の
産
物
で
あ
り
、
あ
る
意
味
冷
戦
が
与
党
と
し
て
の
C
V
P
を
揺
る
が
し
た
例
と
も
言
え
る
。
冷
戦

は
、
今
や
平
和
運
動
へ
市
民
を
駆
り
立
て
る
要
因
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
六
〇
年
代
を
境
に
、
冷
戦
構
造
が
C
V
P
／
P
S
C
へ
及
ぼ
し
た
影
響
は
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
は
超
階

級
的
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
を
支
持
す
る
要
因
で
あ
り
、
C
V
P
／
P
S
C
に
与
党
の
地
位
を
付
与
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
は
反
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体
制
（
反
核
、
平
和
運
動
を
含
む
）
運
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
与
党
と
し
て
の
C
V
P
な
い
し
P
S
C
が
批
判
さ
れ
る
要
因
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
C
V
P
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
先
の
「
人
格
主
義
」
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
と
は
言
え
な
い（C

o
n

g
rè

s C
V

P
 

1
9

8
6

, cite
d

 in
 V

an
 H

au
te

, 2
0

1
1

: 4
4

. 

後
述
）。
分
裂
し
支
持
も
低
下
し
た
が
、
与
党
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、
反
共
産
主
義
的
「
人
格

主
義
」
は
維
持
さ
れ
た
。

4
．
冷
戦
後
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
で
は
、「
国
内
政
治
に
お
け
る
『
切
り
札
』
と
し
て
の
『
共
産
主
義
の
脅
威
』
に
負
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主

義
政
党
の
一
九
九
四
年
の
溶
解
は
、
ソ
連
の
西
欧
に
対
す
る
脅
威
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
る
」（K

se
lm

an
, 2

0
0

3
: 1

）
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
民
主
党
の
崩
壊
は
関
連
付
け
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
ほ
ど
共
産
党
が
強
く
な
か
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は

ど
の
よ
う
に
変
貌
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

4
―
1　

与
党
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

冷
戦
後
の
C
V
P
や
P
S
C
が
直
面
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ケ
が
詳
し
い
。
ま
ず
最
大
の
敵
は
自
由
党
で
あ
っ
た
。「
一
九
八
八

年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
は
社
会
主
義
者
と
連
立
を
組
ん
だ
。
自
由
党
は
…
…
一
貫
し
て
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義

者
の
右
派
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
の
主
な
挑
戦
者
は
社
会
主
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
由
主
義
者
で
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あ
っ
た
。
自
由
党
は
か
つ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
自
由
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主

義
者
に
代
わ
る
主
要
な
政
治
勢
力
と
な
っ
て
い
っ
た
」（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

3
4

）。

さ
ら
に
「
環
境
政
党
が
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
進
歩
派
と
競
合
し
た
。
と
く
に
彼
ら
は
、
伝
統
的
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
と
強

く
結
び
つ
い
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
労
働
総
同
盟
（
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
）
と
の
結
び
つ
き
を
試
み
た
」。
こ
れ
は
と
く
に
労
働
運
動
と
の

つ
な
が
り
が
相
対
的
に
弱
い
ワ
ロ
ン
で
成
功
す
る
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

3
5

）。

さ
ら
に
、「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
自
由
党
の
進
捗
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ
ー
ム
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
（V

laam
s B

lo
k

.  

以

下
V
B
）
の
台
頭
で
あ
っ
た
」（Ibid

.

）
と
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
民
族
主
義
政
党
の
台
頭
も
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ク
に
よ
れ
ば

「
一
九
八
〇
年
代
、
V
B
は
右
派
の
中
の
小
さ
な
勢
力
で
し
か
な
く
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
反
共
産
主
義
、
反
中
絶
、
そ

し
て
差
別
的
、
親
対
独
協
力
者
的
政
策
を
掲
げ
て
い
た
。
冷
戦
の
終
結
に
伴
っ
て
、
V
B
は
移
民
問
題
を
新
し
い
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
取
り

上
げ
た
」（E

rk
, 2

0
0

5
:  4

9
6

）。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
移
民
問
題
が
重
要
な
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
と
化
し
た
こ
と
は
、
冷
戦
終
結
の
帰
結
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

移
民
排
斥
主
義
政
党
が
支
持
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
取
り
上
げ
た
V
B
が
既
成
政
党
の
対
抗
勢
力
と
し
て
台
頭
し

た
の
が
、
冷
戦
後
初
と
な
る
一
九
九
一
年
の
国
政
選
挙
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
は
一
般
に
「
黒
の
日
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主

主
義
政
党
（
C
V
P
／
P
S
C
）
の
得
票
率
は
初
め
て
二
〇
％
台
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
間
C
V
P
は
、
先
の
八
六
年
党
大
会
で
の
決
定
に
基
づ
い
て
基
本
的
に
「
人
格
主
義
」
を
維
持
し
て
き
た
が
、
詳
細
に
見
て
い
く

と
「
社
会
的
人
格
主
義
」
や
「
連
帯
」
な
ど
、
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
（V

an
 H

au
te

, 2
0

1
0

: 4
4

）。「
社
会
的
」
や
「
連

帯
」
が
新
自
由
主
義
に
対
抗
し
た
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
冷
戦
後
」
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
言
え
る
。
冒
頭
で
記

し
た
ベ
ー
ケ
の
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
は
、
こ
の
点
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
人
工

妊
娠
中
絶
の
法
制
化
の
際
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
国
王
の
署
名
拒
絶
（
C
D
V
 
H
P
）
に
直
面
し
、
逆
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
「
人
格
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主
義
」
政
党
と
し
て
の
信
頼
を
失
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

九
一
年
の
選
挙
で
得
票
率
を
低
下
さ
せ
た
後
も
、
C
V
P
の
支
持
率
低
下
は
――
九
五
年
の
回
復
を
一
時
的
す
れ
ば
――
と
ま
ら
な
か
っ

た
。
第
一
に
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
（Jo

h
an

 V
an

 H
e

ck
e

）
を
中
心
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
党
首
の
選
出
方
法
の
見
直
し
、
地
方
の

自
律
性
強
化
な
ど
の
党
改
革
が
謳
わ
れ
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

4
0

―1
4

1

）、
九
三
年
に
は
「
国
民
目
線
の
政
治
」
を
打
ち
出
す
（
C
D
V
 
H
P
）

も
の
の
、
そ
の
後
ヨ
ハ
ン
は
私
的
な
要
因
（
離
婚
と
再
婚
）
に
よ
っ
て
一
時
政
界
を
離
れ
、
後
に
自
由
党
へ
加
入
し
て
い
く
。
自
由
党
は

九
〇
年
に
お
お
よ
そ
七
万
人
の
党
員
を
抱
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
八
万
人
程
度
に
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
他
方
で

同
時
期
の
C
V
P
は
一
三
万
人
ほ
ど
の
党
員
が
一
〇
万
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
（D

e
lw

it, 2
0

1
1

: 3
0

 T
ab

le
au

1
.

）。
ヨ
ハ
ン
の
離
党
の
イ
ム

パ
ク
ト
は
十
分
に
計
り
知
れ
な
い
が
、
な
お
人
格
主
義
、
す
な
わ
ち
家
族
（
政
策
）
の
重
視
を
打
ち
出
し
て
い
た
C
V
P
に
と
っ
て
、
そ

の
時
期
支
持
の
高
か
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
「
離
婚
」
は
信
頼
を
失
っ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
）
20
（

。

第
二
に
、
こ
の
間
、
九
六
年
以
降
は
E
M
U
に
加
入
し
た
も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
内
政
に
つ
い
て
は
財
政
締
め
付
け
の
必
要
が
生
じ

て
、
社
会
保
障
の
創
出
が
で
き
な
か
っ
た
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

4
2

）。
い
わ
ば
財
政
の
縛
り
が
き
つ
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
「
人

格
主
義
」
は
袋
小
路
に
入
っ
た
。

さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
震
撼
さ
せ
た
幼
児
性
愛
者
デ
ュ
ト
ル
ー
事
件
に
端
を
発
す
る
大
規
模
な
デ
モ
へ
の
対
処
と
閣
僚
交
代
、

司
法
制
度
改
革
、
さ
ら
に
は
九
七
年
か
ら
ル
ノ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヴ
ォ
ル
ド
工
場
の
閉
鎖
問
題
が
生
じ
て
雇
用
創
出
な
ど
に
追
わ
れ
て
い
た

（
C
D
V
 H
P
））

21
（

。

九
九
年
の
選
挙
で
は
、
C
V
P
執
行
部
は
「
E
M
U
加
入
」
の
成
果
に
よ
っ
て
選
挙
に
勝
利
で
き
る
と
考
え
て
い
た
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 

1
4

2

）。
前
述
の
通
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
」
は
過
去
の
ベ
ル
ギ
ー
与
党
が
し
ば
し
ば
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
成
果
と
し
て

掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
生
じ
た
の
が
、
九
九
年
選
挙
（
緑
の
日
曜
日
）
に
お
け
る
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
」
で

あ
る
）
22
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
与
党
で
あ
っ
た
C
V
P
と
社
会
党
は
得
票
率
を
激
減
さ
せ
、
自
由
党
、
V
B
と
環
境
政
党
が
議
席
を
伸
ば
す
こ
と
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に
よ
っ
て
、
C
V
P
は
政
権
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

要
す
る
に
C
V
P
は
、
与
党
と
し
て
、
冷
戦
終
結
後
の
、
も
し
く
は
E
U
の
進
展
に
伴
う
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
に
追
わ
れ

て
、
台
頭
す
る
他
政
党
に
対
し
て
結
局
「
人
格
主
義
」
を
維
持
す
る
以
外
の
対
抗
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
そ
の
「
人
格
主

義
」
も
政
治
不
信
を
招
い
て
、
い
わ
ば
自
滅
し
た
の
で
あ
る
）
23
（

。

4
―
2　

N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
に
向
か
う
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党

ベ
ー
ケ
が
「
一
九
九
九
年
ま
で
C
V
P
は
国
を
統
治
す
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
九
年
後
は
主
に
自
分
自
身
に
と
ら
わ

れ
た
」（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

3
3

）
と
述
べ
る
と
お
り
、
一
九
九
九
年
の
敗
北
以
降
、
C
V
P
は
本
格
的
な
党
改
革
に
乗
り
出
す
。
し
か
し
デ
ハ
ー

ネ
（Je

an
-L

u
c D

e
h

ae
n

e

）
ら
伝
統
的
リ
ー
ダ
ー
が
選
挙
敗
北
の
引
責
で
失
脚
後
、
党
内
は
混
乱
し
（B

e
k

e
, 2

0
0

4
: 1

4
2

―1
4

3

）、
一
〇
年

で
六
人
の
党
首
交
代
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1

2
: 8

）。

こ
の
間
の
C
V
P
の
動
向
に
つ
い
て
、
後
の
党
首
、
ル
テ
ル
ム
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
﹇
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
（G

u
y

 

V
e

rh
o

fstad
t

）
に
よ
る
自
由
党
・
社
会
党
連
立
（
い
わ
ゆ
る
「
紫
」）﹈
新
政
権
が
少
な
く
と
も
四
年
間
は
存
続
す
る
と
確
信
し
て
い
た
。

…
…
C
V
P
の
多
く
が
、
一
九
九
九
年
に
生
じ
た
新
し
い
政
治
状
況
の
も
つ
心
理
的
側
面
を
軽
視
し
て
い
た
。
紫
連
合
は
新
鮮
で
、
新
し

い
。
し
か
も
わ
れ
わ
れ
が
入
っ
て
い
な
い
の
だ
。
…
…
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年
に
は
、
著
し
い
経
済
成
長
が
あ
っ
た
。
C
V
P

は
こ
れ
に
勝
て
な
い
だ
ろ
う
」（L

e
te

rm
e

, 2
0

0
6

: 6
7

）。

こ
の
ル
テ
ル
ム
の
発
言
か
ら
、
C
V
P
の
リ
ー
ダ
ー
の
多
く
が
「
紫
新
政
権
」
は
短
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
党

内
は
改
革
に
向
け
て
混
乱
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
状
況
を
冷
静
に
見
て
い
た
の
が
ル
テ
ル
ム
で
あ
っ
た
、
と
も
映
る
。
彼
は
二
〇
〇
〇
年

か
ら
、
当
時
の
党
首
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
・
ク
レ
ル
ク
（S

te
faan

 D
e

 C
le

rck

）
と
毎
週
コ
ル
ト
レ
イ
ク
を
中
心
と
し
た
地
方
キ
ャ
ン
ペ
ー
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ン
を
張
る
。
そ
こ
で
見
た
の
が
「
ス
テ
フ
ァ
ン
は
今
な
お
人
気
が
あ
る
唯
一
の
人
」（ibid
.

）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
地
方
で

の
浸
透
度
を
見
て
、
デ
・
ク
レ
ル
ク
と
ル
テ
ル
ム
は
、「
C
V
P
の
根
源
」
と
し
て
「
世
界
に
通
用
す
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
掲
げ
る
こ
と

を
打
ち
出
す
（
C
D
V
 
H
P
）。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
の
地
方
選
（
三
二
％
獲
得
）
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
の
九
月
二
八
・
二
九
日
、
コ
ル

ト
レ
イ
ク
に
お
け
る
会
合
に
て
、
C
V
P
を
C
D
V
へ
と
改
称
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
（
C
D
V
コ
ル
ト
レ
イ
ク
支
部
H
P
）。

つ
ま
り
、
C
V
P
の
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
志
向
の
背
景
に
は
、
C
V
P
従
来
の
地
方
で
の
強
さ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
先
行
研
究

が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
C
V
P
は
得
票
率
三
〇
％
台
を
割
っ
た
と
い
っ
て
も
、「
C
V
P
／
C
D
V
と
P
S
C
／
C
D
H
の
一
九
九
〇

年
代
半
ば
以
降
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
検
討
す
る
と
、
…
…
両
党
と
も
地
方
選
挙
に
お
い
て
成
功
し
て
い
る
」（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1

2
: 4

）。

つ
ま
り
地
方
で
は
強
固
な
根
を
生
や
し
て
い
た
。
さ
ら
に
連
邦
化
後
、
二
〇
〇
一
年
の
憲
法
改
正
で
は
、
宗
教
団
体
の
助
成
が
地
域
政
府
の

管
轄
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（F

o
x

, 2
0

0
8

: 1
2

6

）
な
ど
、
地
域
議
会
が
党
に
と
っ
て
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
デ
ハ
ー
ネ
が
「
地
方
と
中
央
の
対
立
が
党
内
に
緊
張
を
も
た
ら
す
の
は
常
で
あ
る
。
党
の
構
造
は
歴
史
に
根
を

生
や
し
て
お
り
、
改
革
に
は
一
〇
年
か
ら
一
五
年
を
必
要
と
す
る
。
も
し
州
レ
ベ
ル
で
党
を
再
編
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
時
間
が
必
要
だ
」

（P
ile

t, 2
0

0
6

: 2
1

7

―2
1

8

）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
性
急
な
抜
本
的
刷
新
は
で
き
な
か
っ
た
。
得
票
率
は
低
下
し
つ
つ
も
、
地
方
で
は
強
く
、

よ
っ
て
む
し
ろ
「
地
域
」
色
を
強
く
出
す
こ
と
で
党
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
創
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
当
時
の
デ
・
ク
レ
ル
ク
の
地
位
が
党
内
で
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ル
テ
ル
ム
は
こ
の
点
を
対
談
に
お
い
て
以
下
の
よ

う
に
答
え
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
「『
ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
・
ク
レ
ル
ク
は
、
安
全
網
も
張
ら
ず
、
綱
渡
り
し
て
い
る
』
と
、
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
民
主
主
義
の
政
治
家
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
…
…
」

ル
テ
ル
ム
：
「
そ
の
と
お
り
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
私
も
抱
い
て
い
た
。
実
際
に
そ
う
だ
っ
た
。
…
…
」（L

e
te

rm
e

, 2
0

0
6

: 
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6
7

）。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
弱
さ
ゆ
え
、
当
時
の
「
地
方
」
重
視
改
革
が
党
内
で
十
分
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。

続
く
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
C
D
V
は
「
虹
連
合
（
自
由
党
・
社
会
党
・
環
境
政
党
の
連
合
）﹇
に
よ
る
﹈
世
界
の
水
準
か
ら
見
れ
ば
き

わ
め
て
例
外
的
な
法
﹇
安
楽
死
、
同
性
愛
者
の
結
婚
）
24
（

﹈」
に
対
抗
し
、
家
族
の
擁
護
を
掲
げ
た
。
従
来
の
「
人
格
主
義
」
の
潮
流
は
な
お
強

か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
C
V
P
は
、
内
的
に
、
従
来
の
「
人
格
主
義
」
と
新
し
い
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
と
が
混
在
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
点
か
ら
二
つ
が
対
立
し
て
い
た
。
い
わ
ば
過
渡
期
で
あ
る
。
し
か
し
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
敗
北
し
、
状
況
は
変
わ
っ
て

い
く
。

N
―
V
A
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
台
頭
し
て
い
た
民
族
主
義
政
党
の
「
人
民
同
盟 V

o
lk

su
n

i

（
以
下
V
U
）」
が
、
二
〇
〇
三
年

に
分
裂
し
て
で
き
た
民
族
主
義
政
党
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
九
年
以
降
の
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
自
由
党
＝
社
会

党
連
立
政
権
下
に
お
い
て
は
、
C
D
V
、
N
―
V
A
は
と
も
に
野
党
で
あ
り
与
党
に
対
抗
す
る
勢
力
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
の
選

挙
で
と
も
に
敗
北
し
て
お
り
、
両
者
は
互
い
の
勢
力
を
二
〇
〇
四
年
地
域
・
欧
州
選
挙
で
利
用
す
る
た
め
、
公
式
に
選
挙
カ
ル
テ
ル
（
共
通

の
名
簿
と
共
同
の
選
挙
公
約
）
を
結
成
し
た
（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1

2
: 6

）。

た
だ
し
、
こ
の
カ
ル
テ
ル
形
成
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
選
挙
区
改
革
の
影
響
が
大
き
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
意

見
で
あ
る
。
当
時
の
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
政
権
は
主
に
民
族
主
義
的
極
右
政
党
、
V
B
の
台
頭
に
対
処
す
る
た
め
（
各
選
挙
区
の
）
五
％

の
阻
止
条
項
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
他
の
小
政
党
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
や
は
り
V
U
か
ら
分
裂
し
たS

p
irit

（
N
―
V
A
と
比
べ
れ
ば
穏
健
な
民
族
主
義
政
党
）
は
、
こ
の
阻
止
条
項
の
導
入
に
「
阻
止
条
項
は
あ
ら
ゆ
る
新
し
い
社
会
運
動
の
台
頭
を

妨
げ
る
。
き
わ
め
て
非
民
主
的
だ
」（le S

oir 1
6

/
0

4
/

2
0

0
2

）
と
声
明
を
発
し
て
い
る
。
他
方
で
N
―
V
A
は
、「『
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
』、『
フ
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ラ
ン
デ
レ
ン
国
の
独
立
』
と
い
う
先
鋭
化
し
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
提
示
せ
ず
、『
自
治
の
促
進
』
程
度
に
と
ど
め
る
」（le S

oir 

0
4

/
0

5
/

2
0

0
2

）
と
し
、
そ
し
て
若
手
の
バ
ル
ト
・
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
（B

art d
e

 W
e

ve
r

）
を
党
首
と
し
て
、「
N
―
V
A
は
明
確
に
自
ら

を
民
主
主
義
陣
営
に
位
置
づ
け
た
」（ibid

.

）。
つ
ま
り
、
分
離
主
義
を
掲
げ
て
い
た
民
族
主
義
的
小
政
党
N
―
V
A
は
、
こ
の
選
挙
区
改
革

を
通
じ
――
少
な
く
と
も
自
ら
が
称
す
る
に
は
――
「
民
主
的
」
政
党
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
既
成
政
党
の
側
で
は
、
こ
の
こ
ろ
C
V
P
で
党
首
と
な
っ
た
ル
テ
ル
ム
に
よ
れ
ば
、「
と
く
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
政
党
は
V
U
か

ら
の
離
党
者
を
取
り
込
み
始
め
た
。
社
会
党
はS

p
irit

、
自
由
党
は
他
の
V
U
出
身
者
、G

ro
e

n
! 

ま
で
も
抱
え
込
み
始
め
た
」（L

e
te

rm
e

, 

2
0

0
6

: 1
1

8

）。
こ
う
し
た
傾
向
は
ワ
ロ
ン
で
も
同
様
で
あ
る
。
社
会
党
（
P
S
）
の
エ
リ
オ
・
デ
ィ
・
ル
ポ
（E

lio
 D

i R
u

p
o

）
は
P
S
C

や
ワ
ロ
ン
の
環
境
政
党
に
「
左
派
連
合
」
の
形
成
を
呼
び
か
け
る
（le S

oir 0
2

/
0

5
/

2
0

0
2

）。
こ
の
連
合
は
成
立
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

阻
止
条
項
の
導
入
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
ア
リ
ー
ナ
は
あ
た
か
も
小
政
党
の
草
狩
場
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
C
D
V
で
は
、「
徐
々
に
一
貫
し
た
、
か
つ
包
括
的
な
、
党
・
社
会
・
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
育
ま
れ
て
い
た
」（L

e
te

rm
e

, 

2
0

0
6

: 9

）。
ル
テ
ル
ム
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
「
五
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
は
お
互
い
を
殴
り
あ
っ
て
い
た
、
キ
リ
ス
ト

教
民
主
主
義
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
結
び
つ
け
る
」（L

e
te

rm
e

, 2
0

0
6

: 1
1

8

）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
彼
は
「
今
以
上

に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
が
重
責
を
担
っ
て
い
る
と
き
は
な
い
」、「
国
家
は
第
一
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
た
め
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
お
そ
ら
く
ベ

ル
ギ
ー
の
た
め
に
あ
る
」（ibid

.

）
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

先
に
六
〇
年
代
の
政
治
に
つ
い
て
触
れ
た
も
う
一
つ
の
意
図
は
こ
の
点
に
あ
る
。
ル
テ
ル
ム
は
な
ぜ
N
―
V
A
だ
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
た

時
に
、「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
主
義
者
と
の
対
話
を
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
六
〇
年
代
に
は
、
自
由
党
か
ら
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
ペ
ラ
ン
ら
が
、
社
会
党
か
ら
ア
ン
ド
レ
・
ル
ナ
ー
ル
ら
の
地
域
主
義
者
が
分
離
し
た
よ
う
に
、
地
域
主
義
者
は
常
に
、
ど
の
政
党
に

も
存
在
し
て
お
り
、
対
話
を
避
け
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（L

e
te

rm
e

, 2
0

0
6

: 1
1

8

）。
つ
ま
り
、
ル
テ
ル
ム
が
目
指
し
た
も
の

は
、
六
〇
年
代
に
分
離
し
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
結
び
つ
け
る
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
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と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
既
に
草
狩
場
と
化
し
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
最
も
適
し
た
対
話
可
能
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
残
さ
れ
た
、「
民
主
的
」
と
自
ら
称
す
N
―
V
A
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
冷
戦
後
の
複
雑
な
政
党
間
競
合
の
激
化
の
な
か
で
、
民
族
主
義
政
党
の
台
頭
を
阻
止
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
阻
止
条
項
が
、

小
政
党
を
め
ぐ
る
選
挙
カ
ル
テ
ル
を
促
進
さ
せ
る
土
壌
を
作
り
出
し
た
。
そ
し
て
皮
肉
に
も
民
族
主
義
政
党
N
―
V
A
を
「
民
主
的
」
な
政

党
と
し
た
。
さ
ら
に
ル
テ
ル
ム
を
立
て
た
C
D
V
を
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
化
さ
せ
、
C
D
V
と
N
―
V
A
の
カ

ル
テ
ル
を
形
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
共
通
の
綱
領
に
つ
い
て
見
れ
ば
、「『
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
よ
り
力
を
。
積
極
的
で
、
暖
か
く
、
開
か
れ
た
、
そ
し
て
包
摂
的
な
社
会

へ
。』
こ
れ
が
C
D
V
と
N
―
V
A
の
共
同
選
挙
の
二
つ
の
軸
で
あ
る
。
…
…
『
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
は
よ
り
敬
意
を
払
わ
れ
る
べ
き
』
と
両
党

は
共
通
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
記
し
た
。
…
…
C
D
V
と
N
―
V
A
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
議
会
の
解
放
を
謳
う
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
が
健

康
保
険
や
家
族
手
当
、
雇
用
、（
鉄
道
を
含
む
）
運
輸
、
通
信
、
科
学
政
策
に
お
い
て
十
分
に
権
限
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
両
党
は
ま
た
法
人
税
や
治
安
、
公
正
と
い
う
点
で
、
一
層
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
自
治
を
要
求
す
る
。
共
同
綱
領

の
第
二
部
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
お
け
る
教
育
、
家
族
扶
助
、
起
業
家
支
援
、
ケ
ア
、
そ
し
て
自
発
的
結
社
の
支
持
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

…
…
」（G

a
za

t 1
6

/
0

4
/

2
0

0
4

）
す
な
わ
ち
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
と
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
「
人
格
主
義
」
的
繁

栄
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

4
―
3　

そ
の
後

そ
の
帰
結
に
つ
い
て
は
既
に
筆
者
も
論
じ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
は
、
C
D
V
の
党
首
ル
テ
ル
ム
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に

は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
と
民
族
主
義
的
な
言
説
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
勝
利
し
た
。
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し
か
し
、
そ
の
後
の
政
権
形
成
交
渉
で
ル
テ
ル
ム
は
調
停
に
失
敗
し
続
け
、
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
暫
定
政
権
の
成
立
ま
で
約
半
年
を
要

し
た
こ
と
は
何
度
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
に
成
立
し
た
第
一
次
ル
テ
ル
ム
政
権
に
お
い
て
は
国
家
改
革
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
ず
か
九
カ
月
で
辞
職
す
る
）
25
（

。
そ
の
後
成
立
し
た
第
二
次
政
権
で
も
ル
テ
ル
ム
は
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

二
〇
一
〇
年
三
月
に
辞
職
し
、
同
年
六
月
三
〇
日
に
再
び
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
は
こ
の
間
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
議
会
選
挙
（
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
も
――
地
域
議
会
選
挙
ゆ
え
当
然
で
は
あ
る
が
――
C
D
V

は
選
挙
で
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
た
め
に
」（
C
D
V
 
H
P
）
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
〇
一
〇
年
六
月
の
国
政
選
挙
で
は
、

C
D
V
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
相
対
的
に
強
く
掲
げ
て
い
な
い
（
C
D
V
 
H
P
））

26
（

。
そ
し
て
こ
の
選
挙
で
は
N
―

V
A
が
単
独
で
勝
利
し
、
他
方
で
C
D
V
の
得
票
率
は
過
去
最
低
を
更
新
し
た
）
27
（

。

こ
う
し
た
失
敗
を
背
景
に
、
連
立
形
成
交
渉
の
当
初
、
C
D
V
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
の
交
渉
役
で
あ
り
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
自
治
強
化
を
強

固
に
主
張
す
る
N
―
V
A
に
同
調
し
て
い
た
。「
N
―
V
A
が
政
権
を
外
れ
る
こ
と
で
再
び
選
挙
で
支
持
を
集
め
る
こ
と
を
恐
れ
」
て
い
た

の
で
あ
る
（d

e sta
n

d
a
a
rd

 1
6

/
0

2
/

2
0

1
1

）。
し
か
し
度
重
な
る
交
渉
の
失
敗
に
よ
り
政
治
空
白
の
世
界
記
録
を
更
新
し
、
徐
々
に
「
C
D
V

は
N
―
V
A
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
た
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」（d

e sta
n

d
a
a
rd

 2
0

/
0

7
/

2
0

1
1

）。

こ
う
し
た
な
か
で
新
し
い
党
首
で
あ
る
ベ
ー
ケ
は
、
条
件
）
28
（

さ
え
そ
ろ
え
ば
交
渉
の
席
に
着
く
こ
と
を
明
言
し
、
そ
の
後
も
政
権
交
渉
は
難

航
す
る
が
、
ワ
ロ
ン
側
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
し
、
政
権
形
成
に
向
け
た
交
渉
に
参
加
す
る
（d

e sta
n

d
a
a
rd

 2
6

/
0

7
/

2
0

1
1

）。
他
方
で
N
―

V
A
は
C
D
V
の
態
度
の
変
化
を
批
判
し
政
権
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
て
、
結
局
政
権
交
渉
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
キ

リ
ス
ト
教
民
主
主
義
、
社
会
、
自
由
の
六
党
を
中
心
に
進
み
最
終
的
に
新
政
権
が
成
立
し
た
。

二
〇
一
〇
年
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
は
、
C
D
V
、
と
く
に
ベ
ー
ケ
が
果
た
し
た
役
割
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
当
初
は
N
―
V
A
に
同
調

し
て
い
た
が
、
交
渉
が
難
航
す
る
な
か
で
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
と
の
つ
な
ぎ
役
へ
と
態
度
を
変
え
た
。

こ
こ
で
の
C
D
V
の
行
動
に
つ
い
て
党
首
で
あ
る
ベ
ー
ケ
は
、
後
に
「
政
権
に
参
加
す
る
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
と
信
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じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
共
同
体
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
と
に
、
我
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
」（B

e
k

e
, 0

7
/

0
1

/
2

0
1

2

）

と
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
C
D
V
は
一
九
九
九
年
以
降
野
党
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
N
―
V
A
と
の
連
合
に
よ
る
「
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
化
に
よ
っ
て
政
権
に
返
り
咲
い
た
。
し
か
し
後
に
混
乱
を
招
い
た
た
め
N
―
V
A
と
の
関
係
を
断
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
一
〇
年
六
月
の
選
挙
で
は
敗
北
し
た
。
そ
こ
で
政
権
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
不
利
を
覆
そ
う
と
方
向
転

換
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
を
小
括
す
れ
ば
、
野
党
時
代
の
C
V
P
（
C
D
V
）
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
政
党
N
―
V
A
と
選
挙
カ
ル
テ
ル
を
組
ん

だ
。
同
時
に
、
従
来
の
「
地
方
」
色
を
強
め
、
自
ら
の
政
党
を
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
に
導
く
こ
と
に
な
り
、
続
く

選
挙
で
勝
利
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
以
降
の
動
向
は
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
選
挙
で
は
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
二
〇
〇
七
年
と
比
べ
強
く
打

ち
出
さ
ず
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
政
権
交
渉
の
過
程
で
は
、
N
―
V
A
側
に
つ
い
た
り
、
ワ
ロ
ン
側
に
つ
い
た
り
し
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
現

在
の
C
D
V
の
状
況
に
触
れ
つ
つ
本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
、
展
望
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

結
論
と
展
望
――
現
実
主
義
が
ゆ
え
の
「
超
地
域
政
党
」
？

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
、
以
下
の
表
1
に
整
理
す
る
。

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
初
期
、
宗
派
政
党
と
し
て
教
会
の
政
治
的
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
成
立
し
た
。

そ
の
後
、
政
権
を
担
い
、
超
階
級
政
党
と
し
て
成
長
し
た
。
こ
こ
に
は
冷
戦
構
造
、
と
く
に
「
反
共
産
主
義
」
と
い
う
政
治
思
潮
が
影
響
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
反
映
し
た
政
策
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
「
人
格
主
義
」
で
あ
る
。
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ベ
ル
ギ
ー
が
言
語
紛
争
で
苛
ま
さ
れ
る
な
か
で
C
V
P
／
P
S
C

は
「
人
格
主
義
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
分
裂
と
支
持
率
の
低
下
を
経
験

す
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
言
語
紛
争
に
よ
る
帰
結
で
あ
る
が
、
冷
戦

構
造
が
変
容
す
る
な
か
で
の
、
自
ら
の
既
成
化
に
対
す
る
市
民
の
反

発
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
共
産
党
と
い
う
仮
想
敵
が
国
内
に
顕

在
化
し
て
い
な
い
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
長
く
与
党
を
維
持
し
て

き
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
そ
の
批
判
の
目
は
向
け
ら
れ
て

い
た
。

し
か
し
、
表
1
に
示
し
た
と
お
り
、
冷
戦
終
結
後
、
C
V
P
な
い

し
C
D
V
は
流
動
化
し
て
い
く
。
新
自
由
主
義
を
掲
げ
る
自
由
党
、

環
境
政
党
、
民
族
主
義
政
党
の
台
頭
な
ど
、
政
党
間
競
合
が
高
ま
る

な
か
で
、
や
は
り
与
党
と
し
て
諸
問
題
に
対
応
し
て
い
た
C
V
P
は

「
人
格
主
義
」
を
、「
社
会
的
」「
連
帯
」
と
対
抗
的
に
ア
レ
ン
ジ
し

つ
つ
、
基
本
的
に
維
持
す
る
。
し
か
し
支
持
を
一
層
低
下
さ
せ
、
結

局
政
権
を
奪
わ
れ
る
。

そ
の
後
選
挙
区
改
革
を
背
景
に
、
彼
ら
は
「
地
域
」
志
向
を
打

ち
出
し
C
D
V
と
党
名
変
更
す
る
。
し
か
し
政
策
的
に
「
人
格
主

義
」
か
ら
の
脱
却
は
で
き
ず
、
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
再
び
敗
北
す

る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
以
降
N
―
V
A
と
カ
ル
テ
ル
が
形
成
さ

時　　代
1989 1999 2003 2007 2010

冷戦 冷戦後

党　　名 CVP CDV

与 野 党 与党 野党 与党

カルテル N-VA ？

アイデン
ティティ

人格主義 人格主義
＋
連帯

人格主義
VS

フランデ
レン

人格主義
＋

フランデレン

人格主義
VS

フランデ
レン？

キリスト教民主主義 フランデレン・
キリスト教民主主義 ？

表1　冷戦後のCVPないしCDVの揺らぎ
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れ
て
、
C
D
V
は
六
〇
年
代
以
降
分
離
し
て
い
た
も
の
を
統
一
し
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
二
〇
〇
七
年
ま
で
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
一
時
的
に
回
復
す
る
。
少
な
く
と
も
、
本
稿
の
一
義
的
な
目
的
で
あ
る
N
―
V
A
と
の
連
合

に
注
目
す
る
限
り
、
C
D
V
は
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
政
党
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
信
任
を
問
わ
れ
N
―
V
A
と
決
別
し
、
こ
れ
が
二
〇
一
〇
年
の
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
。
執
筆
時

現
在
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
は
一
〇
月
の
地
方
統
一
選
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
の
C
D
V
が
掲
げ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
C
D
V
 H
P
）。

•
 

四
つ
の
V
：V

e
rzo

rg
e

n
（
ケ
ア
・
介
護
）：V

o
o

ru
itzie

n

（
前
へ
・
環
境
と
福
祉
）：V

e
rb

in
d

e
n

（
つ
な
が
り
・
家
族
や
社

会
形
成
）：V

e
rste

rk
e

n

（
強
化
・
雇
用
の
た
め
の
教
育
）

•
 

こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
キ
リ
ス
ト
教
（
人
格
主
義
）

興
味
深
い
の
は
、〝
V
〞
が
、
党
名
の
一
部
で
あ
る “V

laam
s ” 

を
直
截
的
に
指
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
最
後
の
「
強
化
」

に
お
い
て
は
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
強
化
」
が
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
強
く
は
映
ら
な
い
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
の
選
挙
が
地
方
選
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
あ
ま
り
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
打
ち
出
す
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
〇
〇
九
年
の
地
域
議
会
選
挙
で
は
「
フ
ラ
ン

デ
レ
ン
」
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
差
は
明
確
で
あ
る
。

か
つ
二
項
目
で
「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
謳
い
、「
つ
な
が
り
」
の
項
目
で
は
「
人
格
主
義
」
に
触
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、「
地
方
」
重
視
、
そ
し
て
ル
テ
ル
ム
の
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
の
な
か
で
、
む
し
ろ
目

立
っ
て
い
た
の
は
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
で
あ
っ
た
。
現
在
の
状
況
ま
で
考
慮
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
C
D
V
は
紆
余
曲
折
を
経
て
、
改
め
て

（
形
容
詞
の
な
い
）「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
政
党
に
回
帰
し
て
い
る
と
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
否
、
冒
頭
の
武
居
の
問
い
に
応
え
よ
う
と
す
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る
な
ら
ば
、
伝
統
的
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
さ
れ
て
き
た
「
人
格
主
義
」
は
、
冷
戦
終
結
後
も
――
揺
れ

な
が
ら
――
維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
状
況
は
流
動
的
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
N
―
V
A
と
自
由
党
と
の
カ
ル
テ
ル
の
動
き
が
見
ら
れ
、
C
D
V
は
社
会
党
と
カ
ル
テ

ル
の
動
き
が
見
ら
れ
る
（G

a
za

t 2
7

/
1

2
/

2
0

1
1

）。
さ
ら
に
、
こ
の
夏
の
C
D
V
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
委
員
会
は
、「
我
々
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の

市
、
町
、
選
挙
区
、
近
隣
が
、
人
び
と
が
集
い
、
安
息
、
安
寧
を
得
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
が
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
あ
る
こ
と
を

望
む
」（0

3
/

0
7

/
2

0
1

2
 

C
D
V
デ
イ
ン
ゼ
支
部
H
P
）
と
、
再
び
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
を
打
ち
出
し
て
も
お
り
、
C
D
V
の
状
況
も
流
動
的

で
あ
る
。

現
在
は
二
〇
一
〇
年
の
失
敗
を
取
り
戻
す
べ
く
、
か
つ
て
の
「
人
格
主
義
」
を
打
ち
出
し
つ
つ
、
し
か
し
今
な
お
「
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
」
も

打
ち
出
す
可
能
性
を
秘
め
、
ど
こ
に
た
ど
り
着
く
べ
き
か
、
C
D
V
は
さ
ま
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
政
権
形
成
交
渉
が
政
党
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
選

挙
で
は
得
票
率
を
激
減
さ
せ
敗
北
し
た
は
ず
の
C
D
V
が
、
長
期
の
交
渉
の
結
果
、
与
党
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
差
異
化
し
て
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
に
勝
つ
こ
と
を
至
上
命
題
と
し
な
く
と

も
、
現
在
の
破
片
化
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
既
成
政
党
に
は
政
権
に
加
わ
る
機
会
が
常
に
あ
る
と
言
え
る
。「
理

想
」
や
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ル
テ
ル
ム
は
か
つ
て
、
自
ら
が
「
共
和
主
義
者
か
」
と
問
わ
れ
た
時
に
、「
現
実
主
義
者
で

あ
る
」
と
答
え
て
い
る
（L

e
te

rm
e

, 2
0

0
6

: 1
1

7

）
が
、
も
し
冷
戦
後
か
ら
こ
ん
に
ち
の
C
D
V
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
一
言
で
示
せ
と

問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
現
実
主
義
」
こ
そ
が
、
最
も
適
切
な
解
答
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
に
見
た
と
お
り
、
ベ
ー
ケ
や
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
は
、
こ
う
し
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
曖
昧
さ
」
を
批
判
的
な
い
し
悲
観
的
に
指

摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
の
二
〇
一
〇
年
以
降
の
交
渉
過
程
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
自
由
に
色
を
変
え
う
る
し
、
自
由
に
連
立
し
う
る
。

「
理
想
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
現
実
」
に
政
権
に
加
わ
る
た
め
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
混
乱
し
た
状
況
を
見
る
限
り
、
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ワ
ロ
ン
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
分
極
化
が
進
む
な
か
で
、
こ
う
し
た
「
理
想
」
や
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
た
な
い
「
現
実
主
義
」
の
政
党
こ
そ

が
、
自
由
に
変
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
な
が
ら
、「
超
階
級
」
か
ら
「
超
地
域
」
政
党
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
を
つ
な
ぐ

可
能
性
を
有
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
）
29
（

。

追
記　

本
稿
は
二
〇
一
二
年
度
日
本
政
治
学
会　

自
由
企
画
D
―
4
「
冷
戦
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
に
て
報
告
し
た
も
の
を
改
訂
し
た

も
の
で
あ
る
。
と
く
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
土
倉
莞
爾
会
員
、
司
会
の
伊
藤
武
会
員
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
津
田
由
美
子
会
員
、
野
田
昌
吾
会

員
、
当
日
の
参
加
者
に
感
謝
し
た
い
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
C
）「
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
化
改
革
の
『
意
図
せ
ざ
る
結
果
』」（
研
究
代
表
者　

松
尾
秀
哉
）（
研
究
課
題
番

号
：
二
四
五
三
〇
一
四
四
）（
主
に
1
―
3
節
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
B　

海
外
学
術
調
査
）「
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
化
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
的
構
造
変
化
の
研
究
」（
研
究
代
表
者　

小
川
有
美
）（
研
究
課
題
番
号
：
二
三
四
〇
二
〇
一
九
）（
主
に
4
節
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

　
　
　

注

（
1
） 

先
の
学
校
補
助
金
を
め
ぐ
る
問
題
に
よ
る
。

（
2
） 

二
〇
一
〇
年
選
挙
で
の
ワ
ロ
ン
で
の
第
一
党
。
全
体
で
も
第
二
党
で
、
二
〇
一
〇
年
連
邦
選
挙
後
の
一
年
半
の
交
渉
を
経
て
、
P
S
の
党
首
、

エ
リ
オ
・
デ
ィ
・
ル
ポ
（E

lio
 D

i R
u

p
o

）
が
現
在
首
相
。

（
3
） 

マ
リ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、M

a
rita

in
, Ja

c
q

u
e

s

（1
9

4
2

）, L
es d

ro
its d

e l ’h
o
m

m
e et la

 lo
in

a
tu

relle, É
d

itio
n

s
 d

e
 la

 M
a

is
o

n
 fra

n
ç

a
is

e
; 
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M
aritain

, Jacq
u

e
s

（1
9
3
6

）, H
u

m
a

n
ism

e in
tégra

l: p
roblèm

es tem
p
orels et sp

iritu
a

ls d
’u

n
e n

ou
velle ch

rétien
té, F

e
rn

an
d

 A
u

b
ie

r 

を
参

照
し
た
。

（
4
） 
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
研
究
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
東
欧
研
究
を
含
む
各
国
の
政
治
史
研
究
（G

e
h

le
r an

d
 K

aise
r, 2

0
0
4

）、

福
祉
国
家
研
究
（van

 K
e
rsb

e
rg

e
n

 an
d

 P
h

ilip
 M

an
o

w
, 2

0
0
9

）、
わ
が
国
に
お
い
て
も
田
口
・
土
倉
編
（
二
〇
〇
六
）
は
重
要
で
あ
り
、
一
定

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

こ
こ
で
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
6
） 

他
にV

an
 H

au
te

, 2
0
1
1
 

や P
ile

t, 2
0
1
1
 

は
政
党
組
織
の
変
容
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
変
容
な
ど
を
丁
寧
に
検
討
し
て
い
る
。

（
7
） 

政
党
の
変
化
を
見
る
視
角
は
、
政
党
内
組
織
構
造
の
変
化
に
注
目
す
る
視
点
（
岩
崎
、
二
〇
〇
二
：
一
二
九
）
や
、
社
会
構
造
的
変
化
、
政
党

間
競
合
の
変
化
、
投
票
行
動
の
変
化
（
岩
崎
、
二
〇
〇
二
：
一
六
六
）
に
注
目
す
る
な
ど
、
そ
の
視
点
は
数
限
り
な
い
。
さ
ら
に
近
年
の
新
政

党
台
頭
の
条
件
を
模
索
し
た
日
野
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
、
ヴ
ォ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
程
度
、
政
策
空
間
（
他
の
政
党
の
政
策
位
置
）

な
ど
も
政
党
の
変
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
（H

in
o

, 2
0
1
2
, 9

2

―9
6

）。
ま
た
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
は
、
社
会
民
主
主
義
政
党
、
極
右
政
党
、
環
境
政
党
の

変
容
や
台
頭
を
、
社
会
的
価
値
の
変
化
と
党
内
政
治
過
程
の
点
か
ら
論
じ
て
い
る
こ
と
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（K

itsch
e
lt, 1

9
8
9

; 1
9
9
4

; 

1
9
9
5

）。
筆
者
も
、
過
去
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
超
階
級
政
党
で
あ
る
点
に
注
目
し
て
、
党
内
政
治
過
程
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
注
目
し

て
一
九
世
紀
末
の
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
変
容
や
、
一
九
六
〇
年
代
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
変
容
を
論
じ
た
こ

と
が
あ
る
（
松
尾
、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
一
〇
a
）。
本
稿
で
も
基
本
的
に
そ
の
点
に
注
目
し
た
い
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
時
代
の

複
雑
さ
を
考
慮
し
、
記
述
的
に
変
化
を
論
じ
た
い
。

（
8
） 

ち
な
み
に
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
も
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、「『
冷
戦
の
終
結
』
が
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
に
及

ぼ
し
た
最
も
直
接
的
な
影
響
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
「
自
由
主
義
者
と
社
会
民
主
主
義
者
と
の
相
違
が
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
」
と
答
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
政
党
の
収
斂
を
指
す
（
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
れ
も
、
政
党
間
競
合
の
高
ま

り
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
9
） 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
：
三
・
五
／
デ
ン
マ
ー
ク
：
四
・
八
／
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
：
五
・
八
／
フ
ラ
ン
ス
：
六
・
二
／
ド
イ
ツ
：
三
・
九
／
イ
タ
リ
ア
：

六
・
九
／
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
：
四
・
六
／
オ
ラ
ン
ダ
：
五
・
五
／
ノ
ル
ウ
ェ
ー
：
五
・
三
／
ス
ペ
イ
ン
：
三
・
二
／
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
：
四
・
四

／
ス
イ
ス
：
六
・
四
／
イ
ギ
リ
ス
：
三
・
三
。
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（
10
） 

た
だ
し
、
ヴ
ォ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
の
相
関
を
見
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
は
「
有
効
政
党
数
」
は
「
多
い
」
が
、「
ヴ
ォ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
」
の
度
合
い
は

相
対
的
に
「
低
い
」
国
家
と
し
て
「
例
外
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（L

an
e
, 2

0
0
8
: 1

8
2
 F

ig
u

re
 6

.1

）。
有
権
者
行
動
に
注
目
す
る
よ
り
も
、
エ

リ
ー
ト
行
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
何
か
知
見
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
他
方
で
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
は
、
こ
の
時
期
の
ベ
ル
ギ
ー
の

ヴ
ォ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
は
高
い
と
指
摘
し
て
お
り
（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1
2

: 3

）、
こ
の
点
を
突
き
詰
め
る
こ
と
は
、
他
の
政
党
の
党
改
革
等
に
も
十
分

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
構
想
、
執
筆
中
の
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
11
） 

な
お
二
〇
〇
七
年
危
機
以
降
（
二
〇
一
〇
年
危
機
以
前
）
の
ベ
ル
ギ
ー
の
情
勢
と
欧
州
統
合
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
松
尾
、

二
〇
一
一
b
で
触
れ
た
。
た
だ
し
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
研
究
の
範
疇
で
は
な
い
。

（
12
） 

な
お
、
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
も
、
少
な
く
と
も
組
織
構
造
、
政
策
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
点
に
お
い
て
、
直
截
的
影
響
は
な
い
と
答
え
て

い
た
（
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

（
13
） 

ま
た
本
稿
で
は
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
宗
教
と
の
関
係
を
本
来
は
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
従
来
こ
の
点
は
「
世
俗
化
」

と
い
う
視
点
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
が
世
俗
化
を
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
衰
退
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
に
、
確
か

に
世
俗
化
の
進
行
は
、
宗
教
政
党
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（D

e
sch

o
u

w
e
r, 1

9
9
9

: 8
1

）。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
」
要
因
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
変
化
と
は
直
截
的
に
結
び
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
世

俗
化
」
の
因
果
性
に
つ
い
て
も
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
ホ
ー
ハ
ら
は
、（
礼
拝
出
席
と
い
う
点
で
）
世
俗
化
が
進
行
し
て
い
て
も
、
そ
れ
で
も

葬
儀
や
結
婚
等
で
か
か
わ
る
宗
教
的
帰
属
意
識
が
投
票
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（B

o
tte

rm
an

 an
d

 H
o

o
g

h
e
, 

2
0
0
9

）。
ま
た
、
ノ
リ
ス
と
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
は
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
教
皇
、
司
教
、
司
祭
は
、
時
折
国
王
や
皇
帝
の
意
志
と
結
び
つ
き

な
が
ら
、
か
つ
て
強
大
な
政
治
的
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
…
…
し
か
し
こ
ん
に
ち
彼
ら
の
発
言
は
、
他
の
多
く
の
発
言
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な

い
。
同
様
に
、
教
育
、
健
康
、
そ
し
て
貧
困
の
解
消
に
対
す
る
教
会
の
以
前
の
優
越
的
な
役
割
は
、
福
祉
国
家
の
登
場
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ

ら
れ
た
。
…
…
教
会
と
国
家
の
関
係
が
劇
的
に
変
化
し
た
の
は
疑
い
が
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
は
政
治
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
続
け
て
い
る
」（N

o
rris an

d
 In

g
le

h
art, 2

0
1
1
: 1

9
6

）
と
し
て
、
世
俗
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
教
の
影
響
を
無
視
で

き
な
い
と
指
摘
す
る
。
カ
リ
ヴ
ァ
ス
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
研
究
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
「
多
く
の
研
究
者
を

悩
ま
せ
て
い
た
点
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
と
宗
教
と
の
関
係
で
あ
る
」（K

aly
vas an

d
 van

 K
e
rsb

e
rg

e
n

, 2
0
1
0

: 1
8
7

）。
と
い
う
の
も
、
第

一
に
、
宗
教
政
党
が
世
俗
的
な
政
策
を
採
用
し
な
が
ら
世
俗
的
社
会
を
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
が
あ
っ
た
（
田
口
、
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二
〇
〇
八
：
一
三
）
た
め
、
第
二
に
、「
教
会
側
も
政
治
へ
の
関
与
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
普
遍
的
﹇
教
義
的
﹈
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固

持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
た
め
、「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
公
的
な
教
会
や
、
い
わ
ゆ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
と
混
同
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
一
般
的
な
合
意
が
あ
っ
た
」（K

aly
vas an

d
 van

 K
e
rsb

e
rg

e
n

, 2
0
1
0
: 1

8
7

）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
教

会
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
（
政
治
）
を
全
く
切
り
離
し
て
し
ま
え
ば
、「
宗
教
が
異
質
な
構
成
を
有
す
る
社
会
を
束
ね
て
土
台
に
し
て
い
る
」

キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
超
階
級
的
性
格
を
失
っ
て
し
ま
う
（K

aly
vas an

d
 van

 K
e
rsb

e
rg

e
n

, 2
0
1
0
: 1

8
7

―1
8
8

）。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
民

主
主
義
の
「
宗
教
と
政
治
」
を
扱
う
難
し
さ
、
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、「
…
…
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
、
ピ
ウ
ス
一
一
世
の

回
勅
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
若
い
知
識
人
た
ち
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
近
代
的
な
自
由
主
義
の
価
値
の
優
勢
を
逆
転
し
よ
う
と

す
る
英
雄
的
で
対
決
的
な
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
唱
道
し
た
」（
土
倉
、
二
〇
〇
八
：
一
八
三
）
な
ど
、
少
な
く
と
も
過
去
教
皇
回
勅
や
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
と
政
党
と
の
関
係
を
論
じ
る
研
究
や
、
と
く
に
冷
戦
終
結
後
、
ア
メ
リ
カ
神
学
の
立
場
か
ら
な
ら
ば
、「
ネ
オ
コ
ン
（
宗
教
右
翼
）
が
、
冷

戦
の
終
結
で
『
反
共
産
主
義
』
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
喪
失
し
、
仮
想
敵
と
し
て
同
性
愛
者
や
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（W
o

g
am

an
, 2

0
0
0
: 1

0
4

）
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
宗
教
勢
力
や
神
学
の
影
響
を
全
く
無
視
し
て

い
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
筆
者
の
力
量
を
考
慮
す
れ
ば
手
に
余
る
領
域
で
あ
り
、
こ
の
点
は
注
に
記
す
に
と
ど
め
る
。

（
14
） 

先
の
レ
ッ
ク
ス
党
が
カ
ト
リ
ッ
ク
党
か
ら
派
生
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
戦
後
カ
ト
リ
ッ
ク
党
は
党
改
革
を
試
み
、
党
執
行
部
の
権
限
強
化
、

派
閥
の
解
消
な
ど
を
進
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
オ
ラ
ン
ダ
の
表
記
を
両
方
明
示
し
た
C
V
P
／
P
S
C
へ
改
称
し
た
。

（
15
） 

た
と
え
ば
、
一
九
四
五
年
に
初
代
国
連
総
会
議
長
を
務
め
た
ポ
ー
ル
・
ア
ン
リ
・
ス
パ
ー
ク
（P

au
l-H

e
n

ri S
p

aak

）
な
ど
が
国
際
舞
台
で
活
躍

し
た
。
ス
パ
ー
ク
は
国
際
連
合
総
会
第
三
回
会
議
で
ソ
連
代
表
団
に
「
私
た
ち
は
あ
な
た
方
を
恐
れ
て
い
る
」
と
呼
び
か
け
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
（S

.E
.M

. L
o

u
is M

ich
e
l, 2

0
0
2

）
が
、
後
に
C
V
P
の
ヒ
ャ
ス
ト
ン
・
エ
イ
ス
ケ
ン
ス
（G

asto
n

 E
y
sk

e
n

s

）
と
政
治
的
に
対
立
す
る

――
本
来
社
会
党
で
あ
る
――
ス
パ
ー
ク
が
共
産
主
義
に
対
し
て
懸
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
家
が
党
派
を
超
え
て

「
反
共
産
主
義
」
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

（
16
） 

な
お
教
皇
は
、
既
に
著
名
な
『
レ
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ル
ム
』（
一
八
九
一
年
）『
ク
ア
ド
ラ
ジ
ェ
ジ
モ
・
ア
ン
ノ
』（
一
九
三
一
年
）
に
お
い
て
「
人

格
」
の
重
要
性
を
謳
っ
て
い
る
が
、
明
確
に
反
共
産
主
義
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
、
ピ
ウ
ス
一
一
世
の
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ニ
・
レ
デ
ン
プ
ト
ー

リ
ス
』（
一
九
三
七
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
第
二
章　

共
産
主
義
の
理
論
と
結
果
」
と
題
さ
れ
た
章
の
な
か
で
、「
…
…
そ
の
上
、
共

産
主
義
は
、
倫
理
的
行
為
の
精
神
的
原
理
で
あ
る
自
由
を
人
間
か
ら
剥
ぎ
と
り
、
人
間
の
ペ
ル
ソ
ナ
﹇
人
格
﹈
か
ら
、
そ
の
尊
厳
を
構
成
す
る
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も
の
、
盲
目
的
な
本
能
の
攻
撃
に
対
し
て
倫
理
的
に
抵
抗
す
る
も
の
を
奪
う
の
で
あ
る
。
個
人
は
、
集
団
に
対
し
て
、
人
間
の
ペ
ル
ソ
ナ
が
自

然
に
そ
な
え
て
い
る
権
利
を
な
に
ひ
と
つ
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
共
産
主
義
に
お
い
て
は
、
人
間
の
ペ
ル
ソ
ナ
は
、
機
構
の
な
か
の
ひ

と
つ
の
歯
車
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
」（p

ara.1
0

）、「
尊
敬
す
べ
き
兄
弟
た
ち
よ
、
以
上
が
、
過
激
で
無
神
的
共
産
主
義
が
救
済
と
贖
罪
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
世
界
に
告
げ
よ
う
と
す
る
新
し
い
福
音
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
理
性
と
神
の
啓
示
と
に
反
す
る
誤
謬
と
詭
弁
と
に
み
ち
た
体
系
で

あ
り
、
社
会
の
根
底
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
が
ゆ
え
に
社
会
秩
序
を
壊
乱
す
る
理
論
で
あ
り
、
国
家
の
真
の
起
源
、
性
質
、
目
的
を
は
じ
め
、

人
間
の
ペ
ル
ソ
ナ
の
諸
権
利
、
そ
の
尊
厳
、
そ
の
自
由
を
無
視
す
る
体
系
で
あ
る
」（p

ara.1
4

）
と
し
て
「
人
格
」
を
破
壊
す
る
共
産
主
義
を
批

判
す
る
（
ピ
オ
一
一
世
回
勅
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
文
化
研
究
所
監
修
、
岳
野
慶
作
訳
・
解
、『
デ
ィ
ヴ
ィ
ニ
・
レ
デ
ン
プ
ト
ー
リ
ス
――
無
神
的

共
産
主
義
に
つ
い
て
――
』、
中
央
出
版
社
）。

（
17
） 

こ
れ
は
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
で
あ
り
、
政
治
に
も
影
響
し
た
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
高
橋
、

二
〇
〇
五
）、
当
時
の
西
側
諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
一
定
の
影
響
力
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
） 

ま
た
、
主
に
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
ベ
ル
ギ
ー
の
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
神
学
の
影
響
を
受

け
て
、
カ
リ
ス
マ
運
動
と
呼
ば
れ
る
刷
新
運
動
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
聖
職
者
の
結
婚
を
認
め
る
運
動
と
し
て
展

開
さ
れ
（C

h
ad

w
ick

, 1
9
9
2

）、
職
制
を
め
ぐ
る
議
論
が
起
き
た
。
管
見
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
内
部
の
揺
ら
ぎ
が
、
六
〇
年
代
の
抵

抗
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
遠
因
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
） 

一
九
七
〇
年
代
の
デ
タ
ン
ト
期
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
支
持
は
高
ま
る
。
こ
の
逆
説
的
な
一
時
的
帰
結
は
、「
新
世
代
の
テ
ィ

ン
デ
マ
ン
ス
（L

e
o

 T
in

d
e
m

an
s

）、
マ
ル
テ
ン
ス
（W

ilfrie
d

 M
arte

n
s

）
を
立
て
て
、
党
は
七
〇
年
代
の
選
挙
に
次
か
ら
次
へ
と
勝
利
し
た
」

（
C
D
V
 
H
P
）
と
あ
る
と
お
り
、
分
権
化
改
革
が
進
む
な
か
で
「
連
邦
主
義
」
を
掲
げ
て
き
た
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
人
気
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
だ
ろ
う
。

（
20
） 

彼
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
イ
ム
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
と
筆
者
の
意
見
は
食
い
違
っ
て
い
る
。
与
党
と
し
て
の
信
頼

を
失
い
、
結
果
、
一
九
九
九
年
の
政
権
交
代
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
筆
者
に
対
し
て
、
彼
は
「
そ
れ
は
な
い
。
こ
の
事

件
が
一
九
九
六
年
で
、
一
九
九
九
年
に
は
有
権
者
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

（
21
） 

デ
ミ
ト
リ
・
ヴ
ァ
ン
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ベ
ー
ケ
氏
は
、
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
デ
ュ
ト
ル
ー
事
件
、
ル
ノ
ー
問
題
、
そ

し
て
サ
ベ
ナ
倒
産
と
が
、
従
来
の
国
家
、
政
治
の
あ
り
方
に
対
す
る
異
議
を
ベ
ル
ギ
ー
国
内
で
強
く
し
、
老
齢
の
政
治
家
（
デ
ハ
ー
ネ
や
マ
ル
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テ
ン
ス
）
に
対
す
る
批
判
と
世
代
交
代
を
早
め
た
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
答
え
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
八
月
二
三

日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

（
22
） 
選
挙
の
二
週
間
前
に
自
由
党
が
「
鶏
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
」
こ
と
を
公
表
し
た
。
閣
僚
辞
任
な
ど
が
相
次
い
だ
。

（
23
） 

再
び
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
の
意
見
を
参
照
す
れ
ば
、
彼
は
こ
こ
で
の
C
V
P
の
敗
北
は
、
あ
く
ま
で
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
事
件
」
の
結
果
で
あ
り

「
一
時
的
」
だ
と
述
べ
て
い
た
（
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
の
点
は
先
の
注
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
筆
者
と
意
見
が
若
干

異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
24
） R

o
g

ie
rs, 2

0
0
6

: 8
1
 

に
よ
る
ル
テ
ル
ム
の
発
言
。

（
25
） 

C
D
V
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ロ
ン
パ
ウ
が
政
権
を
担
っ
た
が
、
そ
の
一
年
後
に
は
彼
が
初
代
欧
州
理
事
会
常
任
議
長
に
選
出
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー

首
相
を
辞
し
、
再
び
ル
テ
ル
ム
が
政
権
を
担
っ
た
。

（
26
） 

も
ち
ろ
ん
国
家
改
革
な
ど
の
論
点
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
見
出
し
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
27
） 

こ
れ
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
が
述
べ
る
「
こ
の
﹇
二
〇
〇
七
年
の
﹈
成
功
の
大
部
分
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
自
治
を
強
化
す
る
カ
ル
テ
ル
で
あ

る
こ
と
の
強
調
に
あ
っ
た
」（V

an
 H

e
ck

e
, 2

0
1
2
: 6

）、す
な
わ
ち
N
―
V
A
と
の
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
勝
利
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。

（
28
） 

こ
こ
で
の
C
D
V
が
提
示
し
た
条
件
と
は
、
B
H
V
選
挙
区
の
分
割
を
無
条
件
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
B
H
V
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
複

雑
な
の
で
こ
こ
で
は
記
さ
な
い
が
、
や
は
り
松
尾
、
二
〇
一
一
a
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
） 

な
お
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
混
迷
す
る
冷
戦
後
の
世
界
に
『
和
解
と
ゆ
る
し
（R

econ
cilia

tio et P
a

en
iten

tia

）』
と
題
さ
れ
た
勧

告
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
代
世
界
の
う
ち
に
あ
る
痛
ま
し
い
分
裂
を
生
み
出
す
原
因
と
し
て
、
一
、
人
間
の
基
本
的
権
利
が
踏

み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
二
、
個
人
と
集
団
の
自
由
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
攻
撃
と
圧
力
、
三
、
民
族
、
文
化
、
宗
教
な
ど
に
対
す
る
差

別
、
四
、
暴
力
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
五
、
拷
問
や
抑
圧
、
六
、
軍
拡
競
争
、
七
、
資
源
や
富
の
不
公
平
な
分
配
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
分
裂
を
克
服
す
る
た
め
に
「
ゆ
る
し
と
和
解
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
で
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
に
よ
る
社
会
主
義
失
敗
の

要
因
は
、
人
間
の
個
人
の
自
由
（
個
人
主
義
で
は
な
く
「
社
会
の
主
体
性
」）
が
消
失
し
た
こ
と
、
無
神
論
（
神
と
の
応
答
に
よ
っ
て
人
間
の
尊

厳
に
気
付
く
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
）、
階
級
闘
争
（
党
派
的
利
益
の
優
先
）
に
よ
る
。
し
か
し
、
彼
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
九
年
は
必
ず
し
も
資

本
主
義
の
勝
利
を
意
味
し
な
い
。
今
も
な
お
分
裂
状
況
で
世
界
は
満
ち
て
い
る
。
管
見
だ
が
、
結
局
、
本
回
勅
は
「
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
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属
す
る
な
」
以
上
の
具
体
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
冷
戦
後
の
C
V
P
の
姿
と
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
回
勅
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
曖
昧
さ
が
、
C
D
V
の
「
現
実
主
義
」
の
思
想
的
、
宗
教
的
遠
因
に
な
っ
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
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党
の
党
内
政
治
過
程
――
」、
国
際
関
係
論
研
究
会
編
『
国
際
関
係
論
研
究
』、
一
五
号
、
五
九
―
八
五
頁
。

松
尾
秀
哉
（
二
〇
一
〇
a
）「
ベ
ル
ギ
ー
国
家
分
裂
危
機
――
連
邦
化
以
降
の
政
治
主
体
の
行
動
変
化
」
高
橋
直
樹
・
岡
部
恭
宜
編
『
構
造
と
主
体
――

比
較
政
治
学
か
ら
の
考
察
』、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
S
S
I
R
シ
リ
ー
ズ
、

Vol. 

35
、
五
―
二
六
頁
。

松
尾
秀
哉
（
二
〇
一
〇
b
）『
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
――
そ
の
政
治
的
起
源
』、
明
石
書
店
。

松
尾
秀
哉
（
二
〇
一
一
a
）「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
と
合
意
型
民
主
主
義
」、
田
村
哲
樹
・
堀
江
孝
司
編
『
模
索
す
る
政
治
――
代
表
制
民
主
主
義
と
福

祉
国
家
の
ゆ
く
え
』、
一
八
六
―
二
〇
五
頁
。

松
尾
秀
哉
（
二
〇
一
一
b
）「
ベ
ル
ギ
ー
と
欧
州
統
合
――
E
U
大
統
領
・
そ
の
後
の
ベ
ル
ギ
ー
」
田
中
浩
責
任
編
集
『
E
U
を
考
え
る
』、
現
代
思
想

――
そ
の
思
想
と
歴
史
3
、
未
來
社
。

水
島
治
郎
（
一
九
九
三
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
基
層
――
『
二
つ
の
民
主
主
義
』
の
視
点
か
ら
」、
見
田
宗
介
・
樺
山
紘
一
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
相
関
社
会
科
学
Ⅰ
、
新
世
社
、
七
七
―
九
四
頁
。

水
島
治
郎
（
二
〇
〇
一
）『
戦
後
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
構
造
――
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
所
得
政
策
』、
東
京
大
学
出
版
会
。

水
島
治
郎
（
二
〇
〇
八
）「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
と
は
何
か
――
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
概
論
」、
田
口
晃
・
土
倉
莞
爾
編
『
キ
リ
ス
ト
教
民
主

主
義
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』、
木
鐸
社
、
一
九
―
四
四
頁
。

吉
田
徹
（
二
〇
〇
八
）「
フ
ラ
ン
ス
と
欧
州
統
合
過
程
――
『
政
策
の
失
敗
』
に
よ
る
統
合
の
推
進
？
」
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
編
『
聖
学
院
大
学
総

合
研
究
所
紀
要
』、
第
四
一
号
。
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

P
ro

f. D
r. D

im
itri V

an
o

n
e
rb

e
k

e　

二
〇
一
二
年
八
月
二
三
日
一
〇
時
よ
り
。
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
文
学
部
（In

k
o

m
ststraat

）
の
彼
の

オ
フ
ィ
ス
に
て
。

P
ro

f. D
r. S

te
ve

n
 V

an
 H

e
ck

e　

二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
一
一
時
よ
り
。
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
夏
季
集
中
講
義
中
）　

政
治
学
部

（P
ark

straat4
5

）
の
彼
の
オ
フ
ィ
ス
に
て
。

両
者
と
も
本
稿
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
掲
載
す
る
こ
と
は
快
諾
い
た
だ
い
て
い
る
。
感
謝
す
る
。
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※
本
稿
は
二
〇
一
一
年
五
月
に
関
西
大
学
で
行
わ
れ
た
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ッ
ケ
氏
講
演
会
の
講
演
記
録
の
草
稿
で
あ
る
。
当
日
、
本
務
校
の
業
務
の

た
め
欠
席
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
筆
者
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
土
倉
莞
爾
教
授
が
閲
覧
を
許
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
上
記
ヴ
ァ
ン
・

ヘ
ッ
ケ
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
に
紹
介
の
労
を
お
と
り
い
た
だ
い
た
。
深
い
感
謝
を
記
し
た
い
。




